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１．事業の構成機関・構成員 
1-1 構成員 
（１）教育機関 

名称 役割等 都道府県名 

１ 学校法人 YIC 学院  

社会事業本部 

◎実施推進委員会 

◎体制整備委員 

講座開発運営委員 

山口県 

２ 学校法人 YIC 学院 管理本部 

経営戦略課 

IR・監査室 

実施推進委員会 

体制整備委員 

◎講座開発運営委員 

山口県 

３ 学校法人 YIC 学院  

YIC 情報ビジネス専門学校 

実施推進委員会 

体制整備委員 

講座開発運営委員 

山口県 

４ 学校法人 YIC 学院  

YIC 調理製菓専門学校 

実施推進委員会 山口県 

５ 学校法人 YIC 学院（京都） 

YIC 京都ビューティ専門学校 

実施推進委員会 京都府 

 

 

（２）企業・団体 

名称 役割等 都道府県名 

１ 山口商工会議所 実施推進委員会 

体制整備委員 

山口県 

２ 山口県観光連盟 実施推進委員会 山口県 

３ 山口県職業能力開発協会 実施推進委員会 山口県 

４ 山口県情報産業協会 実施推進委員会 山口県 

５ デジタルハリウッド株式会社 実施推進委員会 

講座開発運営委員 

東京都 

 

 

（３）行政機関・その他 

名称 役割等 都道府県名 

１ 山口労働局 職業安定部 訓練課 実施推進委員会 山口県 
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２ 山口県観光スポーツ文化部 観光政策課 実施推進委員会 山口県 

３ 山口県 産業労働部 産業人材課 実施推進委員会 

体制整備委員会 
山口県 
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1-2 事業の実施体制 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

実施推進委員会  4 回委員会（ 6・9・12・2 月 ） 

・YIC 学院、YIC 情報ビジネス、YIC 調理製菓、YIC 京都ビューティ専門学校 

・行政機関 
 （山口県観光政策課・産業人材課・山口労働局） 
・企業団体・会社 
 （山口商工会議所・山口県観光連盟・山口県職業能力開発協会・ 
  山口県情報産業協会・デジタルハリウッド） 
・学識協力者所属教育機関 
 （山口大学・熊本大学・福岡大学・大分大学） 

体制整備委員会 

4 回委員会 

（  6・9・12・2 月 ） 

・運用体制（団体・企業連携） 

・オンライン学習システム 

・リスキル推進アドバイザー育成 

・講師育成 

講座開発運営委員会 

4 回委員会 

（ 6・9・12・2 月 ） 

・インバウンド対応おもてなし英会話  

・マナープロトコール 

・DX 系エントリーコース 

・中核 DX 人材育成コース 
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２．事業の内容 
2-1 事業の趣旨・目的 
山口県重点産業振興のため、観光・料飲サービス業界地域団体と連携し、人材不足解消と生産性向上を

目指す。 

昨年度の講座開発および実証テストランを経て、本年度は下記の 6 講座においてフルパッケージでの

講座を提供した。 

１．インバウンド対応おもてなし（英）会話コース  

２．マナープロトコール 

３．DX 系エントリーコース（デジタルマーケティング） 

４．中核 DX 人材育成コース 

５．リスキル推進アドバイザー育成講座 

６．リスキル推進アドバイザー育成講師養成講座 

在職者の学びを促進する仕組みとして、企業が期待する人材への学習環境の提供を目的に、多忙な在職

者の時間・場所に柔軟な対応が可能なオンライン学習を活用。また、キャリアコンサルティングによる

継続的な学びを伴走支援するリスキル推進アドバイザーの育成講座を実施し、講座の実証とともに体制

整備を進めた。習得知識とスキルを業績に反映するため、類似学習の仲間と協働の場を構築、連帯感と

成⾧マインドセットをし、講座修了時には業務反映を想定した成果発表を行う。 

 

 

2-2 学び直し講座が必要な背景 

1. 観光・雇用情勢の現状と課題 

山口県は観光立県として、コロナ禍（令和 2 年の外国人宿泊者数 61.2%減）からの急速な回復

期にあります。しかし、深刻な人材不足が課題です。 

有効求人倍率（R6.11 月）： 接客・給仕 1.70、販売 2.77（県平均 1.60）と高く、前年比で求人数

が 28.2%増加しています。 

DX の遅れ： 観光マーケティングやデータ活用の強化が急務ですが、即戦力となる DX 人材が不

足しています。 

2. アンケート調査に基づくニーズ（YIC 学院受託事業） 

令和 5 年度の調査により、業界が求める具体的な IT・非 IT スキルが明確になりました。 

 IT 化技術の需要： 重視する技術：SNS 活用(35%)、HP(24%)、Web 広告(18%)。特にイン

フルエンサーマーケティングへの注目度が高い。 

o 現在の導入状況：HP(40%)、SNS(31%)、自動予約システム(18%)。これらの習得は
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業績に直結し、即効性が期待されます。 

 IT 以外の研修要望：  接遇・ホスピタリティ(27%)、コミュニケーション力(18%)、企画・

プレゼン(16%)が上位。 

 振興課題： 専門組織の設立(24%)、体験学習・インターン(15%)、語学ガイドの確保が挙げ

られています。 

3. 事業方針：実効性のあるリカレント教育 

令和 3 年度からの文科省委託事業の成果を踏まえ、在職者のアップデートを優先した以下の方策

を推進します。 

 柔軟な学習形態： 100 名以下の小規模企業が多いため、人数限定・柔軟な受講時間設定を

採用。 

 地域連携の構築： 企業を越えた「地域での連帯的学習環境」を作り、個人の継続学習と地

域活性化を繋げます。 

 伴走支援体制： 個別学習の維持を支援するため、地域理解のある温かみのある支援スタッ

フを養成。 

 

 

2-3 開発講座の概要 
地方の人手不足で多忙な中での在職者を対象とする学び直し推進として、地域密着型のアップデートプ

ログラムの開発を行う。また個人と組織の共生に向けたキャリアプランニングの支援とその実現の為の

学びを進める「リスキル推進アドバイザー」を養成する人材育成と、さらにはそのアドバイザー育成す

る講座を行う講師人材の育成も併せて行う。 

 

 （１）基本的支援方法 

 内 容 

１ 

リスキル推進アドバイザー育成講座 （１・２・３年） 

 企業側の期待する学習課題のヒアリング 

 学習希望者対象のキャリアコンサルティング 

 学習方法、オンライン学習内容の選択支援 

 オンライン学習中の個別 1on1（学習ログ活用） 

 オンライン修了時受講者の集い  

 対面集合研修後の成果発表、修了後企業側への成果報告 

２ リスキル推進アドバイザー育成講師養成講座（２・３年） 
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３ 講座運用ガイドブック（３年） 

４ 団体運営マニュアル、リスキル推進ガイド（３年） 

 

 「リスキル推進アドバイザー」は、地域企業の人事等の関係者の声から、現状の在職者が自らの将来

設計を踏まえて能力開発を積極的に行っていない。また個々の学びたい学習と求められる能力をマッチ

ングができず、意欲的に学習継続ができないという問題に対応するものです。 

 

（２）在職者のリスキリング（新規開発・講座の再編集） 

 

 

  

 コース 初任 中堅 

開
発
す
る
コ
ổ
ス 

インバウンド対応おもてなし（英）会話コース 〇 △ 

マナープロトコール （インバウンド対応可能なおもてなし専門人

材） 
〇 △ 

DX 系エントリーコース（デジタルマーケティング） 〇 △ 

中核 DX 人材育成コース 2 年目初版 

（対話型 AI 活用による問題整理・課題解決法） 
△ 〇 

再
活
用
す
る
コ
ổ
ス 

観光ビジネス概論・職業人講話（昨年度文科省 DX 人材育成事業作

成）(90 分間 18 回分） 
〇 〇 

観光 DX 活用講座（昨年度文科省 DX 人材育成事業作成） 

（５時間程度） 
〇 〇 
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（３）各講座の概要 

 ⅰ）名称（１） 

インバウンド対応おもてなし（英）会話コース 
 

 ⅱ）講座に関する基本情報 

基本情報 内容・目標等 

対象とする職業・分野 
観光・料飲・サービス分野入社３年程度の 

顧客サービスを行うフロントヤードの方 

学習ターゲット、目指すべき人材像 

地方魅力発信できるインバウンド対応可能な

おもてなしのコミュニケーションができる人

材 

対象者のレベル（当該プログラムの内容に関す

る基礎知識の有無） 

対象とする分野にて就業経験があり、現状の

自らの会話能力を現場で高めたいという意欲

のある方（中学校レベルの語学力） 

プログラム受講後に想定される受講者のキャ

リア・受講者が目指す姿 

会話力と国際的なマナーの知識と山口県らし

さを持ちながらも、インバウンド対応もでき

るおもてなしの知識を活かした温かい会話が

できる 

開発するプログラムの目標受講者数 

（１期間あたり） 

５人（１年目）10 人（２年目）10 人（３年

目） 

開発するプログラムの想定総授業時数 

（１期間あたり） 
４０時間 

開発するプログラムの想定受講期間 

（１期間あたり） 
４か月 

ｅ-ラーニングの実施の有無 有 
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ⅲ）内容 

インバウンド対応おもてなし（英）会話コース   

（４ヶ月間 ４０H：約 27 時間＋13 時間自主学習）  

１）個別キャリアコンサルティング（１時間）…………診断的評価 

現状の会話力を把握し個別の学習レベルとキャリア形成の相談 

想定した提案のアプリ教材を活用して受講する。 

２）オンライン学習 （10 時間程度）…………………前提・事前学習 

＊市販流通しているものを活用：英会話想定（レベルに合わせて選択） 

アプリ教材の活用（R5,R6 オンデマンド教材活用の取り組みから学習推進の観点で改善を図

る） 

３）交流カフェ（２時間）  

  地域で学習した仲間との協働的学びの場を構成 

４）集合型ワークショップ（12 時間）+実践課題レポート 6 回…形成的評価（各回） 

＊山口の観光現場事例に基づいたロールプレイ演習等 

・国際的なマナーの知識と山口県らしさをもち、インバンド対応もできるおもてなしの知

識を活かした温かい会話ができる。 

・観光地・名称・食事等の紹介や現場での会話シーンを想定した事例教材にて学習をする

ことを通じて、受講者自身が会話課題を持ち、ロールプレイングにて会話ができるよう

に成果発表できるまでのプログラムを開発して実証する。 

・地域の事例については、業界卒業生と観光系学生からのヒアリングにて行い、ワークシ

ョッププログラムを開発する。 

・県内観光ビジネス講座（昨年度作成）と「やまぐち歴史・文化・自然検定」教材を推奨

する。 

５）成果発表（２時間）………………………………総括的評価（現場での実践的成果） 

＊文科省 DX 人材育成事業作成の「観光ビジネス概論・職業人講話」（２０本）動画の複数視

聴を課題とする。 
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ⅰ）名称（２） 

インバウンド対応マナープロトコール 
 

ⅱ）講座に関する基本情報 

基本情報 内容・目標等 

対象とする職業・分野 
観光・料飲・サービス分野 

顧客サービスを行う全職種 

学習ターゲット、目指すべき人材像 

地方魅力発信できるインバウンド対応可能な

おもてなしのマナーの所作ができる人材 

観光産業に従事する者が、改めてどう接客し

どう対応するかを学んでいく。 

対象者のレベル（当該プログラムの内容に関す

る基礎知識の有無） 

対象とする分野にて就業経験があり、現状の

自らの対人能力を現場で高めたいという意欲

のある方 

プログラム受講後に想定される受講者のキャ

リア・受講者が目指す姿 

対話力と国際的なマナーの知識と山口県らし

さを持ちながらも、インバウンド対応もでき

るおもてなしの知識を活かした温かい応対が

できる。 

行政や企業との連携をするための方法やそれ

に基づく基本的ビジネスマナー、プロトコー

ルを習得し、観光業におけるコミュニケーシ

ョンスキルを高める。 

開発するプログラムの目標受講者数 

（１期間あたり） 

１０人（２年目） １０人（３年目） 

開発するプログラムの想定総授業時数 

（１期間あたり） 

４３時間 

開発するプログラムの想定受講期間 

（１期間あたり） 
４か月 

ｅ-ラーニングの実施の有無 有 
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ⅲ）内容 

マナープロトコール（動画作成・改定）（４ヶ月間 ４３H：30 時間＋13 時間自主学習） 

１）個別キャリアコンサルティング（１時間）……診断的評価 

２）オンライン学習（13 時間程度）……前提・事前学習 

＊事前にテキストと動画による学習と確認問題を行う。 

＊学習内容を踏まえて部分的動画で学習する。 

  （マイクロラーニングにより動画分と自主学習による課題を含めて） 

   ① プロトコールの基礎を理解している 

   ② 観光マーケティングの基礎を理解している 

   ③「自立」と「共存」のためにどんな考え方や行動習慣が必要か理解している 

   ④ 観光業界で働くためのコミュニケーションスキルを身につけている 

     ⑤ 観光業界で働く人材として、学んだことを使って活躍できる 

３）交流カフェ（２時間）  

＊受講者のマインドセットと連帯感醸成、受講者学習レベルの確認と実践演習に向けたチー

ム設定 

４）集合型ワークショップ（12 時間）……………形成的評価（各回） 

事例成果演習（2 時間 6 回）＋実践課題レポート 6 回、各回 自主課題 

＊事例によるワークショップ研修（山口観光現場事例に基づいたロールプレイ演習） 

５）成果発表（２時間） ………………………総括的評価（現場での実践的成果） 

対面による実技演習をテーマ別（来客応対・電話応対・接遇等）に行い、最終成果演習 

＊文科省 DX 人材育成事業作成の「観光ビジネス概論・職業人講話」（２０本）動画の複数

視聴を課題とする。 
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ⅰ）名称（３） 

DX 系エントリーコース（デジタルマーケティング） 
 

ⅱ）講座に関する基本情報 

基本情報 内容・目標等 

対象とする職業・分野 
観光・料飲・サービス分野でバックヤードを

主に担当する方 

学習ターゲット、目指すべき人材像 

地元の魅力を発信できる、インバウンド対応可

能な WEB あるいは SNS を通じて発信できる

人材。 

対象者のレベル（当該プログラムの内容に関す

る基礎知識の有無） 

対象とする分野にて就業経験があり、かつ

SNS 利用や山口県および現場の魅力を多くの

方に広める意欲のある方 

プログラム受講後に想定される受講者のキャ

リア・受講者が目指す姿 

SNS の特色を活かし、マーケティングの知識

を踏まえながら情報発信ができ、インバウンド

対応、業績成果の効果測定もできる知識を持

ち、組織貢献できる。  

開発するプログラムの目標受講者数 

（１期間あたり） 

５人（１年目）１０人（２年目）１０人（３

年目） 

開発するプログラムの想定総授業時数 

（１期間あたり） 

４５時間 

開発するプログラムの想定受講期間 

（１期間あたり） 

４か月 

ｅ-ラーニングの実施の有無 有 

 

 

ⅲ）内容 

DX 系エントリーコース（デジタルマーケティング）  

 （４ヶ月間 ４５H：32 時間＋13 時間自主学習）  

 

１）個別キャリアコンサルティング（１時間）…診断的評価 （おもてなし会話コース共通） 

現状の職場の現状を把握し、個別の学習ニーズとキャリア形成の相談を行う。 

２）オンライン学習（15 時間程度）…………前提・事前学習 

＊市販流通しているものを活用：WEB/SNS マーケティング入門・基礎～応用 
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はじめて使う ChatGPT 講座、はじめての Web マーケティング 入門講座等 

＊昨年度文科省 DX 人材育成事業にて作成 観光ビジネス概論・SNS 概論(20 本約 30 時

間)、データマーケティング （約 10 時間）より、所属組織と受講者のニーズで自主学

習として視聴動画選択 

３）交流カフェ（２時間）  

  地域で学習した仲間と協働的学びの場を構成。チームにより地域連帯感の醸成ワークを行

う。 

４）集合型ワークショップ（12 時間）+実践課題レポート 6 回……形成的評価（各回） 

＊開発ワークショップ研修 

（対話型 AI 活用による営業ツール実践企画作成と実行計画研修） 

＊企画立案編（2 回） - 顧客のニーズ把握と分析- コンテンツ作成によるアプローチ方法

の検討- チームによる SNS 活用による集客戦略の構築 

＊実践編（4 回）- SNS 活用による実践研修- 成果評価（クリック数の増加、問合せの増

加などの設定） - 目標達成に向けた分析・改善提案書の作成 

５）成果発表（２時間）＋実践成果報告……総括的評価（現場での実践的成果） 

＊昨年度、文科省 DX 人材育成事業にて作成した「観光ビジネス概論」(20 本約 30 時

間)、「データマーケティング」（約 10 時間）を自主学習用視聴動画として提供する。 
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ⅰ）名称（４） 

中核 DX 人材育成コース（対話型 AI 活用による問題整理・課題解決法） 
 

ⅱ）講座に関する基本情報 

基本情報 内容・目標等 

対象とする職業・分野 
観光・料飲・サービス分野でマネジメントを

主に担当する方 

学習ターゲット、目指すべき人材像 

現場の問題発見から課題解決までのプロセス

管理ができ、リーダーシップを発揮して DX

推進ができる人材 

対象者のレベル（当該プログラムの内容に関す

る基礎知識の有無） 

中核的な働きを期待され、DX 対応で組織的

マネジメントする役割を高めたい意欲のある

方 

プログラム受講後に想定される受講者のキャ

リア・受講者が目指す姿 

SNS や Web など集客戦術のデジタル化を推

進する上で必要な計画を立案して、組織内メ

ンバーと協力して実行し、その成果を生み出

すためのマネジメントができる 

開発するプログラムの目標受講者数 

（１期間あたり） 

５人（３年目） 

開発するプログラムの想定総授業時数 

（１期間あたり） 

４３時間 

開発するプログラムの想定受講期間 

（１期間あたり） 

４か月 

ｅ-ラーニングの実施の有無 有 

 

ⅲ）内容 

中核 DX 人材育成コース（デジタルマーケティング） ２年目新規開発 

 （４ヶ月間 ４３H：30 時間＋13 時間自主学習） 

１）オンライン学習 （15 時間程度）…………前提・事前学習 

＊市販流通しているものを活用：マーケティング、リーダーシップ・コーチング、データ

サイエンス等複数から３科目以上を相談のうえ選択 

２）交流カフェ（1.5 時間）  

＊受講者のマインドセットと連帯感醸成 

３）集合型ワークショップ（12 時間）＋実践課題レポート 5 回……形成的評価（各回） 
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＊開発ワークショップ研修 

（事例検討＋対話型 AI 活用による企画立案＋実践報告と改善計画） 

４）成果発表（1.5 時間）＋実践成果報告……総括的評価（現場での実践的成果） 

＊文科省 DX 人材育成事業作成の「観光ビジネス概論・職業人講話」（２０本）動画の複数視

聴を課題とする。 
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ⅰ）名称（５） 

リスキル推進アドバイザー育成講座 （体制整備） 
 

ⅱ）講座に関する基本情報 

基本情報 内容・目標等 

対象とする職業・分野 
観光・料飲・サービス分野等を会員とする団

体等にて支援をする 

学習ターゲット、目指すべき人材像 

学び直しの支援者として業界の人材ニーズを

把握しキャリア形成サポートができる知識・

技能を身につけた人材 

対象者のレベル（当該プログラムの内容に関す

る基礎知識の有無） 

カウンセリングマインドを持ち、キャリア開

発支援に対して知識を学ぶ意欲がある方。キ

ャリアコンサルティングあるいは職業能力開

発推進者の方を歓迎 

プログラム受講後に想定される受講者のキャ

リア・受講者が目指す姿 

山口県の業界状況を理解する方法を熟知し、

その上でキャリア開発に対する知見を持ち、

オンライン学習支援対応により学び直しをサ

ポートすることができる 

開発するプログラムの目標受講者数 

（１期間あたり） 

５人（２年目） １０人（３年目） 

開発するプログラムの想定総授業時数 

（１期間あたり） 

２０時間 

開発するプログラムの想定受講期間 

（１期間あたり） 

４か月 

ｅ-ラーニングの実施の有無 無 

 

ⅲ）内容 

リスキル推進アドバイザー育成講座 （４ヶ月間 ２０H：15 時間 5 時間自主学習） 

１年目：プロセス調査および講座プログラム（カリキュラム、シラバス、教材）第１版 

２・３年目：実証講座（実施講座活用）・プログラム改訂（第２版・最終版） 

１）オンライン学習講座 （５時間程度）………前提・事前学習 

＊新規開発したテキストと動画教材による学習と確認問題・評価を行う 

２）集合型ワークショップ（９時間）………形成的評価（各回） 

＊事例によるワークショップ・ロールプレイ研修 



20 

 

３）学習評価試験（１時間）………………総括的評価（現場での実践的成果） 

 筆記と実技およびレポート評価とする…修了証を発行 

＊基本支援方法 

＊企業側の期待する学習課題のヒアリング 

＊受講者対象のキャリアコンサルティング 

・学習方法、オンライン学習内容の選択支援 

・オンデマンド学習中の個別 1on1（学習ログ活用） 
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ⅰ）名称（６） 

リスキル推進アドバイザー育成講師養成講座 （体制整備） 
 

ⅱ）講座に関する基本情報 

基本情報 内容・目標等 

対象とする職業・分野 
リスキリングを普及する団体および従事する

支援者を育成する指導者 

学習ターゲット、目指すべき人材像 
リスキル推進アドバイザー講座を講師として

運営できる知識・技術を身につけた人材 

対象者のレベル（当該プログラムの内容に関す

る基礎知識の有無） 

キャリアコンサルタントの知識・技能を有し

ており、オンライン学習についての一定の理

解のある方 

プログラム受講後に想定される受講者のキャ

リア・受講者が目指す姿 

地域特性に合わせた人材育成に対する課題を

理解して、受講者の学習選択と継続的な学習

を伴走支援できる人材 

開発するプログラムの目標受講者数 

（１期間あたり） 

５人（３年目） 

開発するプログラムの想定総授業時数 

（１期間あたり） 

２０時間 

開発するプログラムの想定受講期間 

（１期間あたり） 

４か月 

ｅ-ラーニングの実施の有無 無 

 

ⅲ）内容 

リスキル推進アドバイザー認定講師講座  

（４ヶ月間 20H：15 時間 5 時間自主学習） 

２・３年目：プログラム開発・実証講座 

１）自主学習講座 （５時間程度）…………前提・事前学習 

＊新規開発したテキストと動画教材による学習と確認問題・評価を行う 

２）集合型ワークショップ（９時間）…………形成的評価（各回） 

＊事例によるワークショップ・ロールプレイ研修 

３）学習評価試験（１時間）………………総括的評価（現場での実践的成果） 

 筆記と実技およびレポート評価とする……修了証を発行 

＊リスキングに求められる社会的背景と現状の課題 
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＊基本支援方法と講座運営法 

＊企業側の期待する学習課題のヒアリング（ニーズ確認リスト） 

＊受講者対象のキャリアコンサルティング演習のファシリテーション 

・学習方法、オンデマンド講習内容の選択支援 

・オンデマンド学習中の個別 1on1（学習ログ活用） 
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３．今年度の具体的活動内容 
3-1 今年度実施の概要 

 

基本事業設計に基づき、実施推進委員会における委員からの意見に基づき、年度の計画

を進めて行く。なお、委員会の委員による助言により開発内容を含めて開発を進めて行

き、講座についても広報及び募集活動の視点をふまえて委託事業後の知見となるよう

に運用記録も行う。 

 

令和 7 年度は「地域にて継続的な人材育成体制と業界振興との連携」を行う。 

 

3-2 設置・実施した委員会 
 

（１）実施推進委員会 4 回 

第１回目 第２回目 第３回目 第４回目 

 

6/26(木)  

14:00-16:00 

会場：YIC(新山口)  

 

9/25(木)  

14:00-16:00 

会場：YIC(新山口)  

 

12/19(金)   

14:00-16:00 

会場：YIC(新山口)  

 

2/17(火)  

14:00-16:00 

会場：YIC(新山口)  

 

（2）体制整備委員会 4 回 

第１回目 第２回目 第３回目 第４回目 

 

6/17(火)  

15:00-17:00 

会場：YIC(新山口)  

 

9/12（金）  

15:00-17:00 

会場：YIC(新山口)  

 

12/8(月)  

15:00-17:00 

会場：YIC(新山口)  

 

2/10(火)  

15:00-17:00 

会場：YIC(新山口)  

 

（3）講座開発運営委員会 4 回 

第１回目 第２回目 第３回目 第４回目 

 

6/20(金)  

16:00-18:00 

会場：YIC(新山口)  

 

9/19(金)  

16:00-18:00 

会場：YIC(新山口)  

 

12/11(木)  

16:00-18:00 

会場：YIC(新山口)  

 

2/12(木)  

16:00-18:00 

会場：YIC(新山口)  
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（4）実施推進委員会 【議事録】 

第一回目：６月２６日(木)実施分 

 

【第 1 回実施推進委員会】会議議事録 

 

事業名 令和 7 年度文科省事業「専門職業人材の最新技能アップデートのための専修学

校リカレント教育推進事業」 

『観光・料飲・サービス業等の階層別リスキリングのモデル構築事業』  

受託者 学校法人 YIC 学院 

 

会議名 第 1 回実施推進委員会 

開催日時 令和 7 年 6 月 26 日（木） 14 時 00 分～16 時 00 分 

場所 専門学校 YIC グループ YIC Studio 及びオンライン(zoom) 

出席者 

（会場） 

中谷信夫、須藤淳子、岸田歩、一般社団法人 山口県情報産業協会 本廣敏孝 

(代理出席:平田京子)、中川孝、今井里江子、宮本直志、宇土育美、 

美柑愛子、大野謙治 

                10 名 

出席者 

（オンライン） 

岡村慎一（オブザーバー） 

 1 名 

出席者数 合計： 11 名 

配布資料 ・01_【文科省_実施推進委員会_体制整備】_ 年間スケジュール 

・02_【文科省_実施推進委員会_体制整備】_ 受講環境整備 

・03_【文科省_実施推進委員会_体制整備】_ リスキル推進アドバイザー 

・04_【文科省_実施推進委員会_体制整備】_ 募集活動 

・05_【文科省_実施推進委員会：講座開発】_開発・実証のスケジュール 

・06_【文科省_実施推進委員会：講座開発】_広報活動 

・07_【文科省_実施推進委員会：講座開発】_プログラムの普及 

 

議題等 ●報告事項 

体制整備進捗状況についてのご報告 

（１）事業の年間スケジュール 

（２）受講環境整備 

（３）リスキル推進アドバイザー育成講座 

（４）広報活動 

 

講座開発進捗状況についてのご報告 

（１）開発するプログラム・実証講座スケジュール 
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（２）広報活動 

（３）プログラムの普及 

 

●検討事項 

・助成金の活用と専門家との連携体制の構築 

・有償化に向けた価格設定 

・4 年目以降の事業の自立化、普及促進の具体的な方法 

●決定事項 

・報告された体制整備および講座開発の進捗状況について承認。 

・今後のプログラム普及に向けた検討を進める。 

【ご意見等】 

(平田) 英会話の実証募集について、JR への声がけはどうか。 

(美柑) JR がインバウンドのお客様のご案内を多くされているのではないかと

思い、観光連盟に相談した。JR の人事の仕組みとして、広島支社にそういった

教育の総務部門があるようだが、今回は時間の都合で間に合わず、お声がけで

きなかった。今後、パッケージになった際に機会があれば、お声がけを検討し

たい。 

 

(中谷) リスキル推進アドバイザー育成講座の受講者について、外部受講者のキ

ャリアコンサルタントはフリーランスなのか。 

(大野)フリーランスのキャリアコンサルタントが参加している。キャリアコン

サルタント資格保有者や社会人教育に慣れているスタッフが多い。 

(宮本) 社労士会への提案も検討したい。 

 

(中川) プログラムの有償化について、助成金を活用した場合、受講料の半分程

度が戻ってくるイメージか。 

(宮本) 助成金の種類や条件によるため一概には言えない。助成金申請の計画書

作成の段階から企業へのサポートも考えている。 

(須藤) 1 コースにつき 1 人 2 万円ということで考えているのか。 

(宮本) それぐらいの金額で想定している。 

 

(中谷) 文科省のモデル構築事業で開発されたプログラムは、他の地域でも利用

可能なのか。 

(宮本) 文科省の事業で開発された成果物はホームページに公開されるため、他

の団体も活用可能。地域性も考慮される。 

(中川) 4 年目以降の自走の仕方はある程度パターンがあるのか。 
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(宮本) この事業の普及や促進も含め、今後検討していく予定。 

 

 次回開催 9/25（木） 14:00-16:00 場所： YIC Studio 及びオンライン(zoom) 

以上 
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第二回目：９月２５日(木)実施分 

 

【第 2 回実施推進委員会】会議議事録 
 

事業名 令和 7 年度文科省事業「専門職業人材の最新技能アップデートのための専

修学校リカレント教育推進事業」 

『観光・料飲・サービス業等の階層別リスキリングのモデル構築事業』  

受託者 学校法人 YIC 学院 

 

会議名 第 2 回実施推進委員会 

開催日時 令和 7 年 9 月 25 日（木） 14 時 00 分～16 時 00 分 

場所 専門学校 YIC グループ YIC Studio 及びオンライン(zoom) 

出席者 

（会場） 

中谷信夫、中川孝、今井里江子、 

宮本直志、宇土育美、大野謙治 

                6 名

出席者 
（オンライン） 

一般社団法人 山口県情報産業協会 本廣敏孝(代理出席:平田京子) 

 1 名

出席者数 合計： 7 名

配布資料 ・ 01_ 【文科省 実施推進委員会】 _ 受講者状況／広報・募集活動 

・ 02_ 【文科省 実施推進委員会】 _ 受講環境整備 

・ 03_ 【文科省 実施推進委員会】 _ リスキル推進アドバイザー 

・ 04_ 【文科省 実施推進委員会】 開発・実証の進捗 

・ 05_ 【文科省 実施推進委員会】 プログラムの普及活用 

 

議題等 ●報告事項 

・事業概要と進捗 

・広報および募集、受講者の状況  

・受講環境の整備  

・リスキル推進アドバイザーについて 

・開発するプログラム・実証講座の進捗 

・今後のプログラム普及・活用 

 

●検討事項 

・事業終了後の普及促進策 

・教材や運営システムのパッケージ化による事業展開  

・助成金利用について 
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・欠席者に対するフォローの方法  

 

●決定事項 

・成果完成に向けて事業を推進する。 

・次回委員会では途中経過を報告。 

 

 

【ご意見等】 

（中川）「人材開発支援助成金」は国が管轄する制度か。また、申請主体は YIC か、

それとも受講者が所属する各事業所か。 

（宮本）助成金は国が管轄し、申請主体は受講者の所属企業となる。 

（中川）この事業で開発されたプログラムの著作権は文部科学省にあり、YIC はそ

れを利用して事業展開するという理解でよいか。 

（宮本）ご認識の通り、プログラムは文部科学省に納品し、我々はその成果物を利

用して事業を展開する形になる。全国の採択団体も同様のスキームであり、各団体

のプログラムは今後公開され、相互に利用可能になる見込み。 

 

（中谷 ）事例等を見て、この事業はリカレント教育の一環であり、従業員のリスキ

リングだけでなく、より広い学び直しの側面も持つと理解した。 

 

（今井）プログラムが他県で展開される際、質の担保の核となる「リスキル推進ア

ドバイザー」がいない場合、品質はどのように維持されるのか。 

（宮本）利用する団体にもよるが、体制整備を加えたパッケージの納品を予定して

いる。 

（今井）サポート依頼があった場合、YIC のアドバイザーが有償で支援することを

想定しているか。 

（宮本）有償サポートを予定している。実際にそういった話も多く、リスキル推進

アドバイザーの派遣や養成自体を希望する声がある。今後は、企業向け以外にも、

学生向けの伴奏支援など、派生させて展開することも考えられる。 

 

（平田）DX エントリーコースと中核 DX コースについて、両方に参加予定の受講者

がいるようだが、学習期間が重複している。並行して進めることは可能なのか。 

（大野）オンライン学習の期間が一部重複するが、集合学習のタイミングは揃うた

め、並行受講は可能。ただ、受講者にとっては少しハードになる。 

 

（平田）支配人など多忙な方が多いと聞くが、学習の遅れや脱落の心配はないか。 

（大野）現在、中核 DX コースへの継続を希望しているのは支配人職の方ではなく、

比較的学習時間を確保しやすい方々。トップマネジメント層は含まれていない。 
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 次回開催 12/19（金） 14:00-16:00 場所： YIC Studio 及びオンライン(zoom) 

以上 
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第三回目：１２月１９日(金)実施分 

 

【第３回実施推進委員会】会議議事録 
 

事業名 令和 7 年度文科省事業「専門職業人材の最新技能アップデートのための専

修学校リカレント教育推進事業」 

『観光・料飲・サービス業等の階層別リスキリングのモデル構築事業』  

受託者 学校法人 YIC 学院 

 

会議名 第 3 回実施推進委員会 

開催日時 令和 7 年 12 月 19 日（金） 14 時 00 分～16 時 00 分 

場所 専門学校 YIC グループ YIC Studio 及びオンライン(zoom) 

出席者 

（会場） 

中谷信夫、中川孝、須藤淳子、岸田歩、今井里江子 

宮本直志、宇土育美、美柑愛子、大野謙治 

                9 名

出席者 

（オンライン） 

本廣敏孝（代理出席：平田京子）、片山泰彰 

 2 名

出席者数 合計： 11 名

配布資料 ・00_【文科省_実施推進委員会】_ 委員会次第 

・01_【文科省_実施推進委員会】_ 講座出席率 

・02_【文科省_実施推進委員会】_ 修了アンケート結果 

・03_【文科省_実施推進委員会】_ リスキル推進アドバイザー 

・04_【文科省_実施推進委員会】_ 受講者カルテ（見本） 

・05_【文科省_実施推進委員会】_ 開発・実証の進捗 

・06_【文科省_実施推進委員会】_ プログラムの普及活用 

議題等  

●報告事項 

・事業の進捗状況と全体像について 

・各講座の開発・実施状況について 

・学習環境とテクノロジーの活用について 

・リスキル推進アドバイザーの養成について 

 

●検討事項 

・パッケージ化とカスタマイズ 

・公的支援との連携 
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・広報と営業体制 

 

●決定事項 

・最終納品へ向けた推進をこのまま進める 

 

■事業の進捗状況と全体像 

・プロジェクトは 3 年計画の最終年度後半にあり、実証実験からパッケージ

化・普及段階へ移行中。 

・各講座の状況 

「おもてなし英会話」「DX エントリー」は今年度分を終了。 

「中核 DX」は 12 月に成果発表会を完了。 

「マナープロトコール」は現在進行中であり、実証の最終段階。 

・本モデルの核心は、教材の提供だけでなく「リスキル推進アドバイザー」

による伴走支援にある。 

・自動調理器（教材）だけでなく、使いこなすためのシェフ（アドバイザ

ー）をセットにすることが重要。 

・最終年度として、これまでの知見をマニュアル化し、再現性の高いパッケ

ージを完成させる。 

 

■講座開発・学習環境とテクノロジーの活用 

・動画教材と対面ワークショップを組み合わせた「ハイブリッド型」が、受

講生の「腹落ち」に寄与している。 

・DX エントリーコースでは、生成 AI などの最新ツール導入に合わせてテキ

ストを改定中。 

・欠席者向けに Teams を活用したオンデマンド視聴環境を整備し、多忙な現

場への配慮を強化した。 

 

■リスキル推進アドバイザーの養成 

・リスキル推進アドバイザーを育成する「講師」の養成講座を実施し、6 名が

修了。 

・「運営」「講師」「アドバイザー」の 3 つの役割を明確に分けることが学習効

果を高める鍵であると実証された。 

・AI チャットボットを活用することで、聞き逃しのない客観的なヒアリング

記録が可能になっている。 

 

■広報・普及に関して 
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・「新入社員向け」「電話応対のみ」など、特定のスキルに絞った「切り出し

販売」のニーズが高い。 

・社労士や労働局と連携し、助成金と教育プログラムをセットにした提案を

加速させる。 

・LMS（学習管理システム）を「電子カルテ」として機能させ、受講生の成

⾧を可視化する仕組みをアピールしたい。 

・1 月から 2 月にかけて、具体的な価格設定と営業体制を構築する計画 。 

・事業ホームページ、パンフレット等の広報資材を整え、グループ校や全国

の専門学校・団体（約 16～18 団体）へ成果の案内を行う予定 。 

 

 

 次回開催 令和 8 年 2 月 17 日（火）14:00-16:00  

場所： YIC Studio 及びオンライン(zoom) 

以上 
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第四回目：２月１７日(火)実施分 

 

【第 4 回実施推進委員会】会議議事録 
 

事業名 令和 7 年度文科省事業「専門職業人材の最新技能アップデートのための専

修学校リカレント教育推進事業」 

『観光・料飲・サービス業等の階層別リスキリングのモデル構築事業』  

受託者 学校法人 YIC 学院 

 

会議名 第 4 回実施推進委員会 

開催日時 令和 8 年 2 月 17 日（火） 14 時 00 分～15 時 00 分 

場所 専門学校 YIC グループ YIC Studio 及びオンライン(zoom) 

出席者 

（会場） 

中谷信夫、中川孝、井上康、岸田歩、今井里江子、細野康男、 

宮本直志、美柑愛子、大野謙治 

                9 名

出席者 

（オンライン） 

平田京子、福代和宏、宇土育美 

                                3 名

出席者数 合計： 12 名

配布資料 ・00_【文科省_実施推進委員会】_ 委員会次第 

・01_【文科省_実施推進委員会】_ 講座出席率  

・02_【文科省_実施推進委員会】_ 修了アンケートから見る体制整備面の受

講生評価  

・03_【文科省_実施推進委員会】_ リスキル推進アドバイザーの活動  

・04_【文科省_実施推進委員会】_ デジタルツールの活用  

・05_【文科省_実施推進委員会】_ 体制整備総括 

・06_【文科省_実施推進委員会】_ 開発実証の最終報告 

・07_【文科省_実施推進委員会】_ R８以降プログラム普及・活用の展開 

 

議題等 ●報告事項 

事業全体の総括報告: 3 年間にわたる本事業の集大成として、第 4 回分科会

（体制整備・講座開発）での議論内容を共有。 

 

実証講座の修了状況: 「DX 系エントリーコース」「中核 DX 人材育成コース」

「おもてなし英会話コース」「マナープロトコールコー
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ス」の全講座が終了。高い修了率と、受講生アンケートに

よる高い満足度が報告された。 

 

リスキル推進アドバイザーの成果: リスキル推進アドバイザーによる伴走支

援（リマインドや学習相談）が、多忙な受講生の継続率向

上に不可欠であったことを確認。 

 

●検討事項 

普及促進と自走化に向けた展開: 文科省の補助事業終了後も、本プログラムを

「YIC リカレント教育パッケージ」として地域に定着させ

る手法について。 

他団体・他地域への横展開: 商工会議所や業界団体と連携し、開発したコンテ

ンツ（動画・テキスト）をいかに広く活用してもらうか。 

 

●決定事項 

成果物の最終確認: 開発した 4 つの教育プログラムの内容を最終確定させ、

成果報告書に反映させる。 

次年度以降の体制: 学校法人 YIC 学院が中心となり、地域のリスキリング拠

点としての機能を継続していく。 

 

【ご意見等】 

・業界への波及効果（委員意見） 

観光・サービス業は慢性的な人手不足だが、こうした「学びの機会」を提供す

ることが、離職防止や業界の魅力向上に繋がるという手応えを得た。 

 

・専門学校への期待（委員意見） 

3 年間の取り組みを通じて、専門学校が「地域の社会人のための学び舎」とし

て認知されたことは大きい。今後、このネットワークを維持・拡大していくべ

き。 

 

・コンテンツの汎用性 

DX 講座などで受講生が作成した企画書はレベルが高く、実務に即戦力で使え

る内容である。これを各企業がどう持ち帰り、自走させるかが重要。 

 

 

※本事業（3 ヵ年）の全委員会は本日をもって終了。 

以上 
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第一回目：６月１７日(火)実施分 

 

【第 1 回体制整備委員会】会議議事録 
 

事業名 令和 7 年度文科省事業「専門職業人材の最新技能アップデートのための専

修学校リカレント教育推進事業」 

『観光・料飲・サービス業等の階層別リスキリングのモデル構築事業』  

受託者 学校法人 YIC 学院 

 

会議名 第 1 回体制整備委員会 

開催日時 令和 7 年 6 月 17 日（火） 15 時 00 分～17 時 00 分 

場所 専門学校 YIC グループ YIC Studio 及びオンライン(zoom) 

出席者 

（会場） 

重村奈津枝、岸田歩、宮本直志、河津道正、田中亜紀、沖野真由美、 

美柑愛子、大野謙治、沖直彦（オブザーバー） 

                9 名

出席者 

（オンライン） 

岡村慎一（オブザーバー） 

 1 名

出席者数 合計： 10 名

配布資料 ・01_【文科省_体制整備委員会】_ 年間スケジュール 

・02_【文科省_体制整備委員会】_ 受講環境整備 

・03_【文科省_体制整備委員会】_ リスキル推進アドバイザー 

・04_【文科省_体制整備委員会】_ 募集活動 

 

議題等 ●報告事項 

体制整備進捗状況についてのご報告 

(1)事業の年間スケジュール 

(2)受講環境整備 

(3)リスキル推進アドバイザー育成講座 

(4)広報活動 

 

●検討事項 

・リスキル推進アドバイザーの実地運用と効果検証  

・受講環境の継続的な改善と効果測定  

・事業の将来性と展開 
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●決定事項 

・英会話講座は Duolingo アプリを活用し、進捗管理機能「Duolingo for 

Schools」を導入する。  

・連絡手段として、DX は Teams、英会話・マナーは Slack の導入を検討し、

定時連絡を試行する。  

・リスキル推進アドバイザーは、受講生への面談を通じて実証を行い、講座の

改善点洗い出しに繋げる。  

 

【ご意見等】 

(沖野) リスキル推進アドバイザーをやってみて思うことは、普段の仕事と違

う視点を得られること。企業側の意見や理解を深めるのに役立つと感じてい

る。 

 

(沖) 事業が 3 年目にあたり、課題や注力していくポイントはあるか？ 

(大野) 受講者のドロップアウトをいかに出さないかが一番の課題。せっかく

始めたので、リスキル推進アドバイザーとしてサポートし、脱落者を出さな

いようにしたい。 

(沖) ドロップアウト対策や講座の完成度向上のための具体的な工夫はある

か？ 

(大野) 講座の完成度も重要。去年は手探りだった部分もあるが、今年は固め

ていく必要がある。特に DX は受講者のレベルに合わせる工夫が必要。ま

た、受講者が面倒くさくならないように工夫する。面談の仕方も重要。サポ

ートする側からも楽しさ、面白さも伝えていく。 

 

 (重村) とても戦略的なプランで、PDCA がしっかり回っていると感じる。受

講者や企業側の目線で、初回よりもさらに深く掘り下げて考えられていると感

じた。リスキル推進アドバイザーは、特に小規模事業者で人材育成担当がいな

い場合にニーズがあるのではないかと思う。 

 (大野) 山口市内の企業の中で、リスキリングを奨めている企業はどれぐらい

あるのか。 

 (重村) アンケートをとった際には、そんなに多い数ではなかった。ただ、今

はできていなくても、今後リスキリングを奨めていきたいと思っている企業は

多く、研修実施のニーズが高まっているように思う。企業側への、こうした提

案は良いタイミングだと感じる。 

 

(岸田) パンフレットだけでは分からなかった内容が、今回の説明で機材の

変更や連絡方法の工夫など、これまでの反省を活かしたきめ細かい配慮がされ
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ていると実感した。受講者の口コミで人気が広がり、応募も順調とのことで、

継続すればさらに受講者が増える可能性を感じた。 

 

(宮本) リスキル推進アドバイザーは、人材開発支援助成金など、企業と個人

をつなぐ重要な役割を担える。昨年度の企業アンケートでは、受講者の満足度

が非常に高かった。これは、在職中の職員が受講対象であり、企業が求める人

物像と照らし合わせているからだろう。また、リスキル推進アドバイザーが受

講者の継続性をサポートしている点も、企業のニーズに合致しているようだ。

今後のニーズも高いはずなので、継続して広げていきたい。 

 

 次回開催 9/12（金） 15:00-17:00 場所： YIC Studio 及びオンライン(zoom) 

以上 
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第二回目：９月１２日(金)実施分 

 

【第２回体制整備委員会】会議議事録 
 

事業名 令和 7 年度文科省事業「専門職業人材の最新技能アップデートのための専

修学校リカレント教育推進事業」 

『観光・料飲・サービス業等の階層別リスキリングのモデル構築事業』  

受託者 学校法人 YIC 学院 

 

会議名 第 2 回体制整備委員会 

開催日時 令和 7 年 9 月 12 日（金） 15 時 00 分～17 時 00 分 

場所 専門学校 YIC グループ YIC Studio 及びオンライン(zoom) 

出席者 

（会場） 

岸田歩、宮本直志、河津道正、田中亜紀、沖野真由美、美柑愛子、 

大野謙治、沖直彦（オブザーバー） 

                8 名

出席者 

（オンライン） 

丹田桂太 

 1 名

出席者数 合計： 9 名

配布資料 ・01_【文科省_体制整備委員会】_受講者状況／広報・募集活動 

・02_【文科省_体制整備委員会】_受講環境整備 

・03_【文科省_体制整備委員会】_リスキル推進アドバイザー 

議題等 ●報告事項 

・受講者の募集状況とメンバー構成について  

・今年度の広報活動について  

・受講者の学習環境について  

・リスキル推進アドバイザーの育成講座の実施状況について 

 

●検討事項 

・受講者の学習促進とサポート体制の強化  

・リスキル推進アドバイザーの役割と今後の育成方法  

・チャットボットを活用した面談の有効性について 

 

●決定事項 

・次回委員会ではマナー講座と DX エントリー講座の終了状況等について報告 

 
【ご意見等】 
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（丹田）この 2～3 年間の取り組みの成果が表れていると感じる 。無所属の参

加者がいるが、どのような人物か。 

（大野）学習開始後に退職したため無所属となっている。観光業界での再就職

を希望しているため継続して受講している。 

（丹田）今年の受講者は、企業からの指示ではなく、個人で受講を希望する人

が増えているか。また、Udemy や Duolingo での学習時間について、企業から

派遣された受講者と、個人的な意欲で参加した受講者との間で、学習時間に違

いがあるかを知りたい 。 

（大野）マナー講座は上司に言われて参加する若手が多い一方、DX 講座や英

会話講座は役職者など自ら手を挙げる人が多い 。 

学習時間については、英会話の学習アプリ Duolingo で、個人の意欲で参加し

た受講者は非常に熱心に学習している 。企業から派遣された受講者は、現場

の仕事が多忙で学習時間の確保が難しいという現実がある 。 

 

（岸田）Udemy のコンテンツは 1 本あたりが⾧いため、隙間時間に学習しづ

らく、ハードルが高いと感じた 。報告された学習時間は平均値であるため、

実際の学習状況にはばらつきがあるだろう 。 

 

（河津）専門学校部門でも Udemy を導入しており、学生向けにラーニングパ

スというツールを使って、必要なチャプターのみを学習させることで効率化を

図っている 。Udemy は個人向けの定額プランも始まり、コンテンツも増えた

ため、選択肢が広がっている 。 

 

（丹田）11 月から実施予定のアドバイザー育成講座では、今回修了した 9 名

が講師として参加するのか。 

（大野）今回は内数名が受講するというイメージ。 

 

（岸田）チャットボットが質問し、受講生が回答するシステムについて、AI 相

手ならば気になったことを言いやすいかもしれない。今後の結果が楽しみ。 

（大野）面談する側にとっても、チャットボットが事前に質問することで、関

係性構築にかかる時間を短縮できるというメリットがある。また、面談の時間

と場所を問わないことは、受講生の負担軽減にもつながる。現時点では受講者

からの直接的なフィードバックは得ていないが、最終的なアンケートに「リス

キル推進アドバイザーとの面談」に関する項目を追加することを検討したい。 

 

（沖野）今後リスキル推進アドバイザーとして参加することについて、やって

みて初めて分かることが沢山あるため楽しみである。 
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（宮本）学習が進まない人に対してのリスキル推進アドバイザーのかかわり方

の目的を考えると良い。業界に関わらずリスキル推進アドバイザーが活躍でき

るように、汎用性のあるマニュアルやガイドブック等を作成できればと思う。 

 

 次回開催 12/8（月） 15:00-17:00 場所： YIC Studio 及びオンライン(zoom) 

以上 
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第三回目：１２月８日(金)実施分 

 

【第３回体制整備委員会】会議議事録 
 

事業名 令和 7 年度文科省事業「専門職業人材の最新技能アップデートのための専

修学校リカレント教育推進事業」 

『観光・料飲・サービス業等の階層別リスキリングのモデル構築事業』  

受託者 学校法人 YIC 学院 

 

会議名 第 3 回体制整備委員会 

開催日時 令和 7 年 12 月 8 日（月） 15 時 00 分～17 時 00 分 

場所 専門学校 YIC グループ YIC Studio 及びオンライン(zoom) 

出席者 

（会場） 

重村奈津枝、岸田歩、 

宮本直志、河津道正、田中亜紀、沖野真由美、美柑愛子、大野謙治 

沖直彦（オブザーバー） 

                9 名

出席者 

（オンライン） 

丹田桂太、植上一希 

 2 名

出席者数 合計： 11 名

配布資料 ・00_【文科省_体制整備委員会】_講座出席率 

・01_【文科省_体制整備委員会】_修了アンケート結果 

・02_【文科省_体制整備委員会】_リスキル推進アドバイザー 

・03_【文科省_体制整備委員会】_受講者カルテ 

議題等 ●報告事項 

・事業（3 年間のプロジェクト）の最終盤における、おもてなし英会話 

コースと DX エントリーコースの実施結果と成果について 

・オンデマンド学習の評価と課題、およびリスキル推進アドバイザーによ

るフォロー体制の運用状況について 

 

●検討事項 

・オンデマンド学習の満足度向上およびワークショップとの連携強化策 

・リスキル推進アドバイザーの業務負担軽減策（面談チャットボットの活

用） 
・事業が自走するための体制整備、リスキル推進アドバイザー育成と 

プログラムのパッケージ化 
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●決定事項 

・最終納品へ向けた推進をこのまま進める 
 

■オンデマンド学習の評価と課題 

・ 概ね良好だが、オンライン学習は対面型ワークショップに比べて満足度に

差があり、多少「消化不良感」が残ったという意見があった。 

・動画視聴時間に差が見られた。 

・「おもてなし英会話コース」で無料版アプリを利用した際、広告による学習

妨害や有料版への誘導が受講者の学習意欲の減退を招いたため、当初から有

料版の提供も検討すべきだった。 

・受講生が自宅でツール利用に迷うケースがあり、講座開始時のオリエンテー

ションでツールの利用サポートをより詳しく行うべきだった。 

・ワークショップとの連携: オンデマンド学習は 4 ヶ月間利用可能であり、ワ

ークショップ開始後も復習教材として活用するなど連携させる工夫が満足感

向上に重要である。 

 

■リスキル推進アドバイザーの重要性 

・オンデマンド学習が自習形式であるため、学習の継続を促すリスキル推

進アドバイザーによる個別フォロー（伴走支援）が非常に重要である。 

・講師（ティーチング）とリスキル推進アドバイザー（個別フォロー）の

役割分担が明確にできた点が成功要因ではないか。 

・受講生は途中で休んでも、くじけずに続けられる傾向が見られ、これは

リスキル推進アドバイザーによる欠席時の個別フォローアップの成果で

ある。 

・運営効率化を図りリスキル推進アドバイザーの負担軽減のため、基本的

なヒアリングを自動で行う「面談チャットボット（第 2 号）」の開発・活

用を試みている。 

 

■その他 

・受講生が自身の業務課題を持ち込み、生成 AI 等を活用して解決するプロ

セスが高いモチベーションと企画書レベルの成果に繋がった。 

・早い段階で留学生との交流を導入したことが、リアルな英会話体験と学

習モチベーションの維持に繋がった。 
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・DX エントリーコースの受講生の半数以上が仕事との両立に支障があった

と回答しており、事業所側による業務上のフォロー体制の重要性が示唆

された。 

・本事業は今年度で国の支援が終了するため、次年度以降の事業自走に向

けた最終報告と体制整備が焦点となる。具体的には、リスキル推進アド

バイザーや運営マニュアルを含めた「パッケージ化」を進め、普及・促

進していくことが目標とされる。 

 

 

 次回開催 2026/2/10（火） 15:00-17:00 場所： YIC Studio 及びオンライン(zoom) 

以上 
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第四回目：２月１７日(金)実施分 

 

【第４回体制整備委員会】会議議事録 
 

事業名 令和 7 年度文科省事業「専門職業人材の最新技能アップデートのための専

修学校リカレント教育推進事業」 

『観光・料飲・サービス業等の階層別リスキリングのモデル構築事業』  

受託者 学校法人 YIC 学院 

 

会議名 第 4 回体制整備委員会 

開催日時 令和 8 年 2 月 10 日（火） 15 時 00 分～17 時 00 分 

場所 専門学校 YIC グループ YIC Studio 及びオンライン(zoom) 

出席者 

（会場） 

植上一希、丹田桂太、岸田歩、重村奈津枝、 

宮本直志、田中亜紀、美柑愛子、大野謙治 

沖直彦（オブザーバー） 

                9 名

出席者 

（オンライン） 

 

 0 名

出席者数 合計： 9 名

配布資料 ・01_【文科省_体制整備委員会】_講座出席率 

・02_【文科省_体制整備委員会】_修了アンケートから見る体制整備面の受講

生評価 

・03_【文科省_体制整備委員会】_リスキル推進アドバイザーの活動 

・04_【文科省_体制整備委員会】_デジタルツールの活用 

・05_【文科省_体制整備委員会】_総括 

 

議題等 ●報告事項 

 
【講座実施報告と出席状況について】 

 

出席状況: 講座全体で約 8 割の出席率を維持し、昨年度より若干低下したも

のの、良好な修了状況であった。 

ドロップアウトの抑制: 補習の実施や録音データの共有により、業務多忙によ

る離脱を最小限に抑えることができた。 
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DX エントリーコース: 学びに対する意欲が高く、欠席しても成果発表に向け

た資料作成に取り組む受講生が見られた。 

【リスキル推進アドバイザーの活動評価】 

リマインドの重要性: 受講生への定期的なリマインド（講座日程や課題期限

の通知）が、学習継続において最も高く評価された。 

伴走支援: 事務的な連絡だけでなく、受講生の状況に合わせた「つなぎ役」

としての役割が大きな意義を持った。 

【オンデマンド学習の課題と工夫】  

マナー講座（オリジナル）: 講師自らが出演・作成したテキストと連動した

コンパクトな動画（3 時間程度）は非常に好評で、内容の繋がりも

スムーズであった。 

【ワークショップと受講生間の交流】  

リアルの重要性: ワークショップや懇親会を通じた受講生同士の横の繋がり

（事例共有や打ち上げ等）が、学習の動機付けに大きく寄与した。 

成果発表会: 特に DX 講座では、自社の課題に基づいた具体的な企画書（AR

を活用した施策等）が作成されるなど、高い成果が見られた。 

●検討事項 

機材貸与: パソコンやタブレットを貸与したが、実務経験者からは「自分の

PC を使いたい」との声もあり、今後の事業化に向けたコスト面

での検討課題となった。 

チャットツールの活用: 連絡手段としては有効だったが、学習の盛り上がり

を作るまでには至らず、一方通行の連絡（欠席連絡等）に留まる

傾向があった。 

DX・英会話（外部ツール）: 外部コンテンツは選択肢が多すぎると何を見て

良いか迷う傾向があり、講座内容との連動性を高めるためのコン

テンツ選定が重要である。 
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●決定事項 

 
 本日の議論を踏まえ、最終的な成果物および事業報告書の作成に着手する。 

 

 

●ご意見等 

オンデマンド学習のあり方: 効率性だけでなく、リアルな講座との「連動

性・転換性」をどう持たせるかが鍵となる。 

今後の事業展開: オリジナルコンテンツの作成は理想だが、コストとメンテ

ナンスのバランスを考慮する必要がある。 

リスキル推進アドバイザーの役割: 受講生が自ら学びを選択し続けられるよ

う、促進・伴走する役割としての更なる強化が期待される。 
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（6）講座開発運営委員会 【議事録】 

第一回目：６月２０日(金)実施分 

 

【第 1 回講座開発運営委員会】会議議事録 
 

事業名 令和 7 年度文科省事業「専門職業人材の最新技能アップデートのための専

修学校リカレント教育推進事業」 

『観光・料飲・サービス業等の階層別リスキリングのモデル構築事業』 

受託者 学校法人 YIC 学院 

 

会議名 第 1 回講座開発運営委員会 

開催日時 令和 7 年 6 月 20 日（金） 16 時 00 分～18 時 00 分 

場所 専門学校 YIC グループ YIC Studio 及びオンライン(zoom) 

出席者 

（会場） 

宮本直志、市橋純一、豊田菜摘、美柑愛子、大野謙治、 

沖直彦(オブザーバー) 

                6 名

出席者 

（オンライン） 

岡村慎一（オブザーバー）、 

 1 名

出席者数 合計： 7 名

配布資料 ・01_【文科省_講座開発運営委員会】_開発・実証のスケジュール 

・02_【文科省_講座開発運営委員会】_広報活動 

 

議題等 ●報告事項 

講座開発進捗状況についてのご報告 

(1)開発するプログラム・実証講座スケジュール 

(2)広報活動 

 

●検討事項 

・令和 8 年度以降のプログラム有償提供について  

・自治体や業界団体との連携、共同実施、予算補助について  

・有償化に向けた価格設定、価格調査の必要性  

・ユニットごとのコース販売や行政事業への組み込みの可能性  

 

●決定事項 

・プログラムの最終開発年度として、4 つのプログラムの完成を目指す。 
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・リスキル推進アドバイザーの伴走支援に注力する。 

【ご意見等】 

(沖) 英会話コースで成果物が出ないのは、既に完成版があり、実証後の改訂は

想定していないためか？ 

(美柑) 英会話コースは昨年度までに教材等が作成済みで、今年度は改訂の予定

はないが、微調整の可能性はある。 

 

(沖)「リスキリング」という言葉の認知度について、企業の意識の変化を感じる

か。 

(美柑) 経済産業省のリスキリング補助金なども背景に、人材育成の話題はスム

ーズに進められるように感じる。特にリスキリングという言葉に固執せず、よ

り広範な人材育成という視点で捉えることが重要に感じる。DX エントリーコー

スは、経営者も受講しており、その成果が明確に見られた。同様にマナー講座も

成果が出ている。人材育成への明確なメリットや成果が確認できたからこそ、

今年度も引き続き受講を希望する企業からの申し込みが寄せられている。 

(沖)「リスキリング」という言葉よりも、具体的な成果や人材育成の視点の方が

企業に響いているのか。 

(美柑) その通りで、プログラムを作成・提供する上で最も重要なのは、受講者

が求めるものや期待する成果を提供できるかという点。提供したプログラムが

受講者のニーズに応えられているかは、評価シートなどを活用して確認してい

る。 

(宮本) 企業はリスキリングの必要性を感じているが、費用や人材、時間の壁が

あり、今回の手段がニーズに合致している。厚生労働省や経済産業省からの情

報発信もリスキリングの認知度向上に貢献している。  

(大野) 今年度は積極的に広報活動を行っていないが、リストへの案内やホーム

ページからの申し込みで募集が進んでいる。DX 講座では口コミのインフルエ

ンサーの影響が大きい。また、プログラムが無償である点が、企業が上司を説

得しやすく、参加しやすい要因になっている。 

 

(豊田) 観光連盟でパンフレットを配り、すぐ申込みがあったとのことだが、何

枚配布したのか。 

(美柑) 総会で 200 枚、郵送で 150 枚の計 350 枚のパンフレットが配布され、

総会では 2 名の新規申し込みがあった。これは、事務局⾧による案内や事業部

⾧による説明が奏功した結果。また、事業開始後はメール配信と週 1 回のリマ

インドを徹底している。このアプローチにより、検討中の企業への積極的なフ

ォローアップが可能となり、申し込み獲得に繋がっている。リスキル推進アド
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バイザーの視点からは、企業の具体的な状況把握とヒアリングを通じた情報収

集が、効果的な広報戦略を設計し成功させるために重要だと感じている。 

 

(豊田)受講者に外国人がいても対応できるか。 

(美柑) 現在取り組んでいる実証事業においては、日本人でも外国人でも一緒に

受講できるのが理想的。実際、課題として、文化の違いによって「おもてな

し」などのスキルを共有しにくい点が挙げられている。今回の講座の中で共に

学ぶことで、たとえ「見よう見まね」であったとしても、これらのスキルを教

育できるような機会を創出したい。 

(市橋) 商工会議所がどのような形で関与できるかは不明確だが、多くの企業が

課題を抱えている現状を踏まえると、連携の可能性は十分にあると考えられ

る。商工会議所には経営者の情報があるので、トップダウンのアプローチも期

待できるだろう。また、商工会議所には社労士の相談窓口もある。 

(宮本)助成金申請についても、どのような計画で、どの種類の助成金を申請す

るのかまで具体的に提案しなければ、良い反応は得られないだろう。 

(沖) 将来的に有償化を想定した場合の金額設定や助成金の活用について、どの

ようなイメージなのか。 

(宮本)今後検討していく予定。助成金申請は年明け以降でも対応可能だが、各

企業へのアピールや商工会議所との連携は早急に着手する必要がある。また、

ユニットやコースごとに区切り、行政の事業の中に組み込むこと、単発で売れ

る商品を販売していくことも検討してもいいだろう。 

(沖) プログラムを有償化する場合、企業が社員に受講させても良いと思える

金額設定はどのくらいか。価格調査も必要だろう。 

(大野) 企業は月に 2 万円程度の負担であれば受け入れやすいと感じている。

業界団体や組合が費用を分担できる形が理想。 
 

 次回開催 9/19(金) 16:00-18:00 場所： YIC Studio 及びオンライン(zoom) 

以上 
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第二回目：９月１９日(金)実施分 

 

【第 2 回講座開発運営委員会】会議議事録 
 

事業名 令和 7 年度文科省事業「専門職業人材の最新技能アップデートのための専

修学校リカレント教育推進事業」 

『観光・料飲・サービス業等の階層別リスキリングのモデル構築事業』 

受託者 学校法人 YIC 学院 

 

会議名 第２回講座開発運営委員会 

開催日時 令和 7 年 9 月 19 日（金） 16 時 00 分～18 時 00 分 

場所 専門学校 YIC グループ YIC Studio 及びオンライン(zoom) 

出席者 

（会場） 

宮本直志、市橋純一、豊田菜摘、美柑愛子、大野謙治、 

沖直彦(オブザーバー) 

                6 名

出席者 

（オンライン） 

合田美子 

 1 名

出席者数 合計： 7 名

配布資料 ・01_【文科省_講座開発運営委員会】_受講者状況／広報・募集活動  

・02_【文科省_講座開発運営委員会】_ 開発・実証の進捗  

・03_【文科省_講座開発運営委員会】_ プログラムの普及活用 

 

議題等 ●報告事項 

・実証講座の募集状況と広報活動について 

・開発するプログラム・実証講座の進捗について 

・今後のプログラム普及活用について 

 

●検討事項 

・DX エントリーコースの学習参加率向上策 。 

・マナープロトコールコースの学習内容の最適化。 

・中核 DX 人材育成コースのワークショップでの実践的な学習方法 。 

・助成金活用や行政事業との連携 

 

●決定事項 

・次回委員会では途中経過を報告 
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【ご意見等】 

（合田）英会話講座について、アプリでの学びがワークショップで活かせる仕

組みになっているか。 

（大野）直接は関係ない。 

（美柑）英会話をアプリで習慣化し、ワークショップで留学生と交流すること

で学習意欲が高まっている 。 

（合田）アプリで学んだ表現をワークショップで実践するような連携があると

学習効果が上がるのではないか。 

 また、DX エントリーコースについて、ワークショップ不参加の人向けに学び

方の選択肢を増やすことはしているか。 

（美柑）ワークショップの録画を配信し、資料を共有している。ただ、該当者が

忙しい。 

（合田）忙しい受講者向けには、効率的な自主学習ができるように、内容をまと

めた教材を提供してはどうか 。 

また、中核 DX コースについて、受講者が課題を持ち寄り、コンサルテーション

形式で解決策を考えるようなアプローチが効果的ではないか。 

（美柑）コンサル要素は必要だと思う。権限がない受講者もいるため、経営者に

もヒアリングをしながら課題解決を進める必要があると感じている 。 

 

（合田）マナープロトコールコースについて、項目に優先順位を付け、オプショ

ンとして受講者が選べるような仕組みが良いのではないか。 

（美柑）受講者のニーズや企業の期待に注目して考える必要がある。従業員の

層に合わせて、カスタマイズできるのが理想。 

 

（宮本）オンライン学習は講座期間中いつでも立ち戻れる。対面学習の欠席者

はリスキル推進アドバイザーが支援する。オンラインだけでは得られないチー

ムビルディングの機会として対面学習は重要。アドバイザーが関わることで学

びの継続につながる。 

 

（豊田）資料等の共有について、場所を問わずアクセスできるのはありがたい。

 

 （合田）講座の普及について、HP やチラシ等に参加企業名や受講者の顔写真

などを掲載すると説得力が増す。 

 

（市橋）DX 関連講座は、デジタルツールを販売するメーカー等と連携し、ツー

ル導入と研修をセットで提供することで補助金を活用しやすくなるのではない

か。 
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（豊田）価格設定について、通訳者の費用などを比較提示することで、受講のメ

リットを分かりやすく伝えられるのではないか。 

 

（沖）普及・活用のための助成金申請サポートは必須だろう。申請手続きが複雑

なため、企業に任せると敬遠される可能性がある。 

 また、15 万円という価格設定の根拠は何か。 

（美柑）運営コストを積み上げ、県内 4 か所、延べ 50 人想定で算出した。 

 

（大野）英会話講座のフィードバックでは前向きな意見が多い。ワークショッ

プで台本を渡されることで、受講者が外国人とある程度話せるようになり、理

解が深まっている。また、DX の講座では、受講者自身が課題を明確にし、解決

まで考えられるようになることが目標。 

 

（宮本）普及・活用について、他県の専修学校への展開も視野に入れる。 

 

 

 次回開催 12/11(木) 16:00-18:00 場所： YIC Studio 及びオンライン(zoom) 

以上 
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第三回目：１２月１２日(金)実施分 

 

【第 3 回講座開発運営委員会】会議議事録 
 

事業名 令和 7 年度文科省事業「専門職業人材の最新技能アップデートのための専

修学校リカレント教育推進事業」 

『観光・料飲・サービス業等の階層別リスキリングのモデル構築事業』 

受託者 学校法人 YIC 学院 

 

会議名 第 3 回講座開発運営委員会 

開催日時 令和 7 年 12 月 12 日（金） 16 時 00 分～18 時 00 分 

場所 専門学校 YIC グループ YIC Studio 及びオンライン(zoom) 

出席者 

（会場） 

宮本直志、美柑愛子、大野謙治 

                3 名

出席者 

（オンライン） 

 

 0 名

出席者数 合計： 3 名

配布資料 ・01_【文科省_講座開発運営委員会】_講座出席率 

・02_【文科省_講座開発運営委員会】_講座修了後のアンケート結果 

・03_【文科省_講座開発運営委員会】_開発・実証の進捗 

・04_【文科省_講座開発運営委員会】_プログラムの普及活用 

議題等 ●報告事項 

・今年度開発および運営中の 4 つの講座（おもてなし英会話、DX エントリー、

中核 DX 人材育成、マナープロトコール）の進捗状況と成果報告について

（2025 年 12 月時点） 

・運営における欠席者サポート等の工夫点と改善点の報告 

・各講座の実証成果と特徴（出席率、学習進捗、業務への反映） 

 

●検討事項 

・プログラムの継続的な運用に向けた普及・活用の方策 

・地域連携（山口商工会議所への見学促進）の推進 

・コンテンツのパッケージ化と「バラ売り」による販売戦略 

・公的補助金・助成金の活用とサポート体制（社労士への問い合わせ等） 

の整備 

・成果物の最終段階（2026 年）に向けた改定作業 
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●決定事項 

・最終納品へ向けた推進をこのまま進める 

■学習継続・運営に関する評価と助言 

・欠席者サポートの実践：この 3 ヶ月間で欠席者サポート（Teams 活用、教育

支援ツール配布）が実践され、中核 DX コースでもオンライン学習が始まって

いる点を評価する。 

・英会話コースの成果向上：ワークショップでの実践的会話機会の増加、および

自主学習にアプリ（Duolingo）を導入したことで、学習の進捗と成果が向上し

た。 

・中核 DX コースの分かりやすさ：成果発表会を、企画だけでなくクリエイティ

ブシンキングの過程やアウトプットの補足説明ができる構成にすることは、コ

ースの取り組み内容を分かりやすくするために重要である。 

■普及・活用戦略に関する提案 

・パッケージ化とバラ売り：すべての講座をフルパッケージで提供するのでは

なく、マナー、DX、英会話の 3 種類程度に分けて、部分的な受講を可能にする

「バラ売り」を検討すべきである。 

・マナーコースの汎用性：マナーコースは汎用性が高いため、事業所単位での提

供に適した「提供しやすいパッケージ」である。 

・単価設定の必要性：バラ売りの単価設定については、2 月ぐらいの段階までに

作成しておくべきである。 

・地域連携の具体化：山口商工会議所、⾧門商工会議所に見学してもらうこと

で、来年以降の講座導入や助成金活用について具体的な検討を促す流れは良い。

特にマナーコースは、ワークショップ場面（成果発表会またはクレーム対応の

勉強会が含まれる 2 週目の回）を見学してもらうのが効果的ではないか。 

■DX コースの特徴と課題 

・DX エントリーの成果：多忙な経営層・支配人層が最後まで学習を継続し、学

習コミュニティを通じた情報交換が活発に行われている点は成果である。 

・中核 DX の狙い：生成 AI の「王道」を超える「一段上の提案」ができるよう

にする、クリエイティブシンキング中心の狙いは重要である。 

 

 

 

 次回開催 2026/2/12(木) 16:00-18:00 場所： YIC Studio 及びオンライン(zoom) 

以上 
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第四回目：２月１２日(木)実施分 

 

【第 4 回講座開発運営委員会】会議議事録 
 

事業名 令和 7 年度文科省事業「専門職業人材の最新技能アップデートのための専

修学校リカレント教育推進事業」 

『観光・料飲・サービス業等の階層別リスキリングのモデル構築事業』 

受託者 学校法人 YIC 学院 

 

会議名 第 4 回講座開発運営委員会 

開催日時 令和 8 年 2 月 12 日（木） 16 時 00 分～17 時 00 分 

場所 専門学校 YIC グループ YIC Studio 及びオンライン(zoom) 

出席者 

（会場） 

宮本直志、市橋純一、美柑愛子、大野謙治、 

沖直彦(オブザーバー) 

                5 名

出席者 

（オンライン） 

豊田菜摘、合田美子（参加時間 30 分未満） 

 2 名

出席者数 合計： 7 名

配布資料 ・01_【文科省_講座開発運営委員会】_ 開発実証の最終報告 

・02_【文科省_講座開発運営委員会】_ R８以降プログラム普及・活用の展開 

議題等 ●報告事項 

 

【講座開発と実証講座の最終報告】 

4 つの柱: 「DX エントリー」「DX リーダー」「マネジメント」「おもてな

し・マナー」の各プログラムを完遂。 

 

ハイブリッド運用の成果: 

オンデマンド学習により「隙間時間」を最大活用。 

リアルなワークショップを組み合わせることで、一方通行ではない

「実践知」の獲得を実現した。 

 

成果物の具体例: DX 講座では、受講生が自社の課題に基づいた企画書（AR

活用案や業務効率化案）を作成。単なる座学に留まらないアウトプッ

トが出ている。 

 

●検討事項 
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【今後の普及促進と展開（パッケージ化）】 

教育資産の活用: 開発した動画やテキストは、来年度以降も「YIC のリカレ

ント教育パッケージ」として継続利用する。 

 

ターゲットの横展開: 社会人のみならず、専修学校の既存学生（18 歳以上）

への教育プログラムとしても転換・活用していく方針。 

 

外部連携: 県内の他団体や企業に対し、本事業で得た知見（アドバイザーの

伴走支援など）を含めた教育モデルとして提案・普及させていく。 

 

●決定事項 

 

開発した 4 プログラムの最終的な成果物（テキスト・動画リスト）を委員へ

共有し、内容の最終確認を行う。 

 

【ご意見等】 

コンテンツの質と選び方（美柑委員）: 

外部ツール（英会話や汎用 DX）は選択肢が多すぎると受講生が迷う。オリジ

ナル講座（マナー等）との「繋ぎ」をよりスムーズにする動線設計が重要であ

る。 

オリジナル動画については、講師のキャラクターが見えることで親近感が湧

き、修了率向上に寄与した。 

 

チームビルディングの効果（大野委員）: 

異業種・異職種の受講生がワークショップや交流会を通じて繋がることが、

最も強力な学習動機になっていた。 

「自社だけの悩みではない」と気づくことが、中堅層の離職防止やモチベー

ションアップに繋がる。 

 

専門学校の役割（宮本委員）: 

本事業を通じ、地域企業にとって専門学校が「18 歳を教育する場所」から「社

会人の学び直しの拠点」へと、認知がアップデートされたことは大きな成果

である。 

 

以上 
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3-3 実施した調査 
（１）実証講座受講者 受講評価の追跡調査 

調 査 名 実証講座受講者 受講評価の追跡調査 

調 査 目 的 令和５年度及び令和６年度文科省事業「専門職業人材の最新技能アップデー

トのための専修学校リカレント教育推進事業」で開発をしたプログラムの実

証受講者及び所属企業へスキルの活用、リスキリングの成果等について追跡

調査を行い、今後のプログラム普及・展開へ調査結果を活用する。 

調 査 対 象 ・受講者: プログラム参加者 45 名。 

・所属企業担当者: 各企業から 1 名以上（人事担当者や直接指導した上司な

ど） 

調 査 手 法 アンケート調査: オンラインフォームを利用し、定量的データ収集。 

調 査 項 目 ・基本情報: 年齢、性別、職業、所属など。 

・学習内容と理解度、学習効果の評価 

・スキル適用頻度と具体例 

・業務改善度合い（効率性、生産性向上、サービス品質向上など） 

・受講後のキャリアパス変化 

・企業内での評価制度との連携状況 

分 析 内 容 

（集計項目） 

学習効果として受講者のスキル向上度や業務での適用能力を評価、新しいス

キルが業務効率化やサービス品質向上にどれだけ寄与したかを測定する。企

業側からは、リスキリングが組織全体や人材育成戦略に与える影響を考察し

する。また、成功事例と課題点を抽出し、それらを基にカリキュラム改訂や

フォローアップ施策を検討する。 

学 び 直 し 

講座の開設に

ど の よ う に 

反 映 す る か 

（活用手法） 

カリキュラム改訂: 評価結果に基づき、特に効果が高かったコンテンツや不

足していた部分を見直し、新たなニーズに応える形でカリキュラムを更新す

る。 

成功事例共有セッション: 成果が顕著だったケーススタディとして他受講生

にも共有し、モチベーション向上につなげる。 

継続的サポート体制構築: フォローアップ研修やオンラインコミュニティ形

成など、学んだスキルが持続的に活用される環境作りを支援する。 
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3-4 実施した実証講座の内容 
（１）専門職業人材講座の実施概要 

講 座 名 専門職業人材講座 

実 証 講 座 

の 対 象 者 

企業ヒアリングを受けた観光・料飲・サービス業の従事者で、勤務３年程度

未満の方と中核人材の方が一緒の講座受講が望ましい。 

（年齢・性別不問、就業状況（正規・非正規）問わず） 

期 間 

（ 日 数 ・ コ マ 数 ） 

４ヶ月間において、20～30 時間＋自主学習（15 時間）を想定 

キャリアコンサルティング（1 時間を定期的に実施）、オリエンテーション

（1 時間）、オンライン学習（4 か月通して受講可能、15 時間程度）、集合

WS（演習・実習）研修（12 時間程度）、交流カフェ（2 時間）、成果発表

（2 時間）等 

実 施 手 法 及 び 

実 施 内 容 

開発した講座プログラムを事前応募された受講者を対象に、以下の手順で行

う。 

１．受講者の個別キャリアコンサルティング（学習計画と意欲喚起）を行

い、コース内のオンライン講座の選択を行う。状況によっては企業側のご担

当との３者面談も実施する。また、定期的に面談（オンライン含む）を設定

し、学習状況や不明点、意識の変化、感想などを聞き出す。 

２．事前の受講者同士・講師、アドバイザーとの顔合わせも兼ね、オリエン

テーションを行う。 

３．自主的に決めたオンライン講座を受講。その際、受講者の心理的状態を

並行して記録をとる。必要に応じて声掛け、対面に入る前のモチベーション

維持を行う。 

４．対面演習・課題実習前の事前集合研修において、個々の受講者の感想と

受講者同士による交流から学習意欲・モチベーションの増減を検証する。 

５．対面課題実習による受講者間の学習成果として、事前習得した知識の定

着状況と知的技能および行動転用の理解度確認を毎回行う。なお、同実施内

容については、業務にて実際にどう活かすかを狙いとした計画実行を自主課

題として業務内で実行し、その成果報告を発表用にまとめる。（受講者を送

り出した企業との連携も行う） 

また、問題整理および情報収集では、対話型 AI を活用しながら、グループ

ワークにより進めていく。 

６．最終日には、学習成果発表を受講者が行い、相互評価を行うことで修了

判定・授与を行う。同時に評価観点と評価基準について整理する。 

想 定 さ れ る 

受 講 者 数 

・インバウンド対応おもてなし（英）会話コース…１０名  

・マナープロトコール…１０名 

・DX 系エントリーコース…１０名 

・中核 DX 人材育成コース…５名 
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（２）プログラム：１『インバウンド対応おもてなし英会話コース』 実証 

 

 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 

英会話 

(実証) 

 

 

 

募集 

 

 

実証 

 

      

 

 

 

 

（３）プログラム：２『マナープロトコールコース』  実証 

 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 

マナー 

(実証改訂) 

 

 

 

   

募集 

  

実証 

改訂 

    

 

（４）プログラム：３『DX 系エントリーコース』 実証 

 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 

DX ｴﾝﾄﾘ 

(実証改訂) 

 

 

 

 

募集 

 

実証 

改訂 

   

 

 

 

    

 

 

 

アプリ学習 10H,カフェ,WS①②③④⑤⑥ 成果発表＝合計 40H 

企業訪問①        個別面談      企業訪問② 

フロントや接客サービス担当 

自ら英会話でおもてなし対応

をしたい意欲のある方 

フロントや接客サービス担当 

観光業として国際マナーのスキル、インバウン

ドおもてなし対応所作マナーを学ぶ 

オンデマンド学習 13H,カフェ,WS①②③④⑤⑥ 成果発表＝合計 43H 

授業マニュアル整備 

評価基準（改訂） 

成果物 

オンデマンド学習 15H,カフェ,WS①②③④⑤⑥ 成果発表＝合計

テキスト,シラバス,演習課題（改

訂） 

企画、商品開発、販路拡大など SNS やマーケ

ティングで魅力発信、業績アップを目指す 

企業訪問①          個別面談          企業訪問② 

成果物 
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（５）プログラム：４『中核 DX 人材育成コース』 実証 

 

 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 

中核 DX 

(実証) 

 

 

 

 

 

   

募集 

 

実証 

 

     

 

 

（６）リスキル推進アドバイザー講座の実施概要 

講 座 名 
リスキル推進アドバイザー講座 

実 証 講 座 

の 対 象 者 

団体職員または在職者のキャリア形成サポートを行いたいと考えている方。

キャリアコンサルタント資格者または職業能力開発推進者であることが望ま

しい。 

（年齢・性別不問、就業状況（正規・非正規）問わず） 

期 間 

（ 日 数 ・ コ マ 数 ） 

20 時間程度の講義・演習・実習（15 時間） 及び 5 時間程度の自主学習を想

定） 

実施手法及び実施内

容 

開発した講座プログラムを事前応募された受講者を対象に以下の手順で行

う。 

１．協力団体および企業にて該当する業務担当者および現在キャリア形成サ

ポートを行っている方で今後リスキリング推進に協力したいと考えている方

を募集する。 

２．開発した事前学習教材を熟読した上で、知識概論に対する課題レポート

提出を求めて、前提学習評価を行う。 

３．対面学習では、誌上演習として、オンデマンド学習状況の分析と対応につ

い て 、 個 人 学 習 と グ ル ー プ 学 習 に よ る 多 様 な 対 応 に つ い て 学 ぶ 。 

４．対面学習の実技では、オンラインおよび対面によるキャリアコンサルテ

ィング実習を行う。体験学習で学んだ自身の対応について振り返り、自分の

応答への認知傾向を踏まえた自分留意事項を整理する。 

５．修了時には知識領域と実技領域の習得度評価を行う。 

テキスト,シラバス,演習課題 

授業マニュアル整備 

評価基準 

 

組織内の中核・マネジメント層 

リーダーシップをもって DX 推進などで課題解決を目指す 

オンデマンド学習 13H,カフェ,WS①②③④⑤⑥ 成果発表＝合計

企業訪問①          個別面談       企業訪問② 

成果物 
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６．講座全体への受講者のアンケート調査を行う。 

７．以上の講座内容を総括して、講座全体の過不足および受講者の理解度と

満足度から改訂を行う。 

８．修了者には、開発講座の 1on1 を検証実施してもらい、受講者と修了者か

らの評価を行う。 

想 定 さ れ る 

受 講 者 数 

リスキル推進アドバイザー講座…１０名 

 

 

（７）『リスキル推進アドバイザー講座』 実証 

キックオフミーティ

ング 

6/23 開催 参加 10 名 

・受講者と講師の顔合わせ 

・リスキル推進アドバイザーの重要性と基本概念を理解する 

自主学習① 

（個別自習） 

事前学習として昨年度制作の動画教材から抜粋し、自主学習 

ワークショップ① 

（集合研修） 

6/27 開催 参加５名 

・リスキル推進アドバイザーが果たすべき役割を理解する 

・企業訪問によるヒアリングとそれを受けた提案の仕方を理解実践する 

7/2 補習実施（前回不参加の５名に対する講座を開催） 

自主学習② 

（個別自習） 

事前学習として昨年度制作の動画教材から抜粋し、自主学習 

ワークショップ② 

（オンライン） 

7/15 開催 参加７名 

・個別面談を設定する 

・学習伴走に備える 

自主学習③ 

（個別自習） 

事前学習として昨年度制作の動画教材から抜粋し、自主学習 

ワークショップ③ 

（オンライン） 

 

7/29 開催 参加９名 

・受講者との面談の仕方と面談の中で目標設定、具体的な学習の一歩を踏み

出す支援の仕方を理解実践する 

・修了レポートの作成、提出 

 

 

（８）リスキル推進アドバイザー育成講師養成講座の実施概要 

講 座 名 リスキル推進アドバイザー認定講師講座 

実 証 講 座 

の 対 象 者 

リスキリングを普及する団体および従事する支援者を育成する指導者。 

キャリアコンサルタント資格者または職業能力開発推進者であることが望ま

しい。 



令和７年度「観光・料飲・サービス業等の階層別リスキリングのモデル構築事業」：事業成果報告書 

62 

 

（年齢・性別不問、就業状況（正規・非正規）問わず） 

期 間 

（ 日 数・ コ マ 数 ） 

20 時間程度 講義・演習・実習（15 時間） 及び 5 時間程度の自主学習を

想定） 

実施手法及び実施内

容 

開発した講座プログラムを事前応募された受講者を対象に以下の手順で行

う。 

１． リスキル推進アドバイザーとしての経験および育成講座修了者を有

する者で、後進のリスキル推進アドバイザーの育成を支援したいと考えてい

る方を募集する。 

２． 開発した事前学習教材を使用して、講師として下記の重要性を理解

する。 

・学び続ける姿勢の大切さ 

・ファシリテーションの技術と実践 

・AI とテクノロジーを味方につける力 

・学びのデザイン思考  

３． 全４回の集合研修において、以下の４ステップで講師としての基礎

力から応用力までを段階的に習得する。 

① 講師としてのスタンス醸成 

② 学びの場の設計 

③ ファシリテーション実践 

④ 総合演習と認定 

４． 修了時には、認定評価セッションとして、事前に設計した学びの場

の提供と実際のファシリテーションを実施し、講師からの最終評価を得る。 

想 定 さ れ る 

受 講 者 数 

リスキル推進アドバイザー認定講師講座…５名 

 

（９）リスキル推進アドバイザー育成講師養成講座の実証 

キックオフミーティ

ング 

11/4 開催 参加７名 

◎下記の認識を共有 

・リスキル推進アドバイザー認定講師とは？ 

・認定講師に求められるマインド、スキルは？ 

・リスキル推進アドバイザーとして大切にしたいこと 

自主学習① 

（個別自習） 

事前学習として本年度制作の動画教材から、自主学習 

ワークショップ① 

（集合研修） 

11/28 開催 参加６名 

◎講師としてのスタンス醸成 

・講師としての視座、視点 

・自分らしさを磨く 
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・学び続ける力と情報収集 

・AI を味方につける 

・講師としてのマインドセット 

・情報収集地図を作成 

自主学習② 

（個別自習） 

事前学習として本年度制作の動画教材から抜粋し、自主学習 

ワークショップ② 

（オンライン） 

12/2 開催 参加７名 

◎学びの場の設計 

・学びの場を設計する基礎 

・問いを活用した学びの促進 

・学びの場を設計するとは？ 

・学びの場の設計シナリオ作成実践 

自主学習③ 

（個別自習） 
事前学習として本年度制作の動画教材から抜粋し、自主学習 

ワークショップ③ 

（オンライン） 

参加６名 

◎ファシリテーション実践 

・ファシリテーションの基本 

・多様な学習者への対応 

・ファシリテーション場面のプレゼンテーション 

追加講座 

（集合研修） 

2/13 開催 参加７名 

◎フィードバックセッション 

◎今後の業務への反映（エバンジェリストとしての役割） 
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3-5 開発した教材等（改訂含む） 
（１）専門職業人材講座 

１.マナープロトコールコース 

 

・テキスト（改訂） 

・シラバス（改訂） 

・演習問題（改訂） 

・評価基準（改訂） 

・理解度チェックテスト（改訂） 

 

R7 実証実施 

２.DX 系エントリーコース 

 

・授業マニュアル（改訂） 

・テキスト（改訂） 

・シラバス（改訂） 

・演習問題（改訂） 

・評価基準（改訂） 

 

R7 実証実施 

３.中核 DX 人材育成コース 

 

・授業マニュアル（R7 新規） 

・テキスト（改訂） 

・シラバス（改訂） 

・演習問題（改訂） 

・評価基準（R7 新規） 

 

R７実証実施 

 

 

 

（２）リスキル推進アドバイザー講座 

1.リスキル推進アドバイザー講

座 

・シラバス（改訂） 

・教材（改訂） 

・演習課題（改訂） 

・評価基準（改訂） 

 

R7 実証実施 

2 リスキル推進アドバイザー育

成講師養成講座 

・シラバス（改訂） 

・教材（改訂） 

・演習課題（改訂） 

・評価基準（改訂） 

R７実証実施 
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3-6 広報事業（業界団体・企業との連携、ホームページ） 
（１）募集パンフレット展開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山口県観光連盟総会にて会員企業を中心に県内観光事業へ配布、山口商工会議所月報折込広告にて会

員企業、山口市内事業者へ配布。 

 

（２）メール配信による周知・案内 

これまでの実証講座参加企業と訪問した企業（延べ 90 社）へメールにて一斉に実証受講者募集の案内

を発信し、一斉配信したのちに個別フォローを実施した。 

これまでの関係性、実証講座参加実績よりメール配信からの受講申込みが多数を占めた。 

 

 

（３）事業用ホームページ 

令和８年度の改善点：ランディングページの設置 

パンフレットからの誘導先として講座の説明や申し込みに直結するランディングページ

を作成。デザインもパンフレットと連動するものとして、興味を持った方が少ないアク

ションで申し込みできる体制を整えた 

メールでの周知活動、業界会合でのパンフレット配布から直接サイト経由での申し込みに繋がるケー

スが増加。8 割以上の受講申し込みがオンライン経由となった。 
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受講生氏名（所属） 

１．チャットボット面談① 

２．チャットボット面談② 

３．ワークショップごとのヒア

リング 

４．修了アンケート 

５．リスキル推進アドバイザー

コメント 

〈受講生カルテ〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3-7 学習管理システム 
受講生に提供する学習管理サイトを提供（Moodle を利用） 

受講者は講座段階に応じて進捗を記録（面談記録、評価シート等は受講者秘匿情報と

して登録） 

●講座資料の提供 ●オンデマンド学習の履歴記録 

●集合学習時の出欠確認 ●受講者フィードバック（理解度/課題/感想）の記録 

●面談記録 ●修了アンケート調査 ●評価シート などを登録管理 
キックオフミーティング（受講開始時）に PC（あるいはタブレット）と同時にログイン方法を説明し

記録を開始。受講者の変化を記録する格納場所としての運用を継続した。 

格納したデータを受講者ごとに抽出し『受講者カルテ』を作成、企業報告時の報告書として活用し

た。各段階での理解度確認を行うためのテストや資料の提供がまだ紙媒体での提供となり、改善の余

地を残した。 
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４．実施においての工夫 

4-1 効率的・効果的に実施するための工夫 
 

本事業は、以下の特色がある。 

３年間終了後、 

１ 団体等の継続的な人材育成支援可能な体制（人・情報）整備の構築 
２ 専門職業人材の最新技能としての、地域・業界の実効性のあるコンテンツ開発 

３ 一昨年度の文科省事業の継承と山口大学等との連携 

 
観光立県として、山口県および山口市の活性化を産官学で行う体制を促進する 

１．行政機関、関係諸団体の協力 

各委員会に委員として参画。委員会において講座の進捗や成果・課題を報告、提言をいた
だき、運営に反映した。また、個別の課題に対して専門的見地からの助言や支援を頂戴し

た。 

・山口県観光政策課との情報共有、中小企業の DX 人材育成、リスキリング支援事業との
連携 

・山口県観光連盟の支援により会員企業への広報活動機会の提供 

・山口商工会議所の助言により告知パンフレットを制作。周知手法の助言、会員企業に対
する広報活動の援助 

・山口労働局の協力により、在職者への人材開発支援助成金活用促進 

・山口県職業能力開発協会により、山口地域職業能力開発促進協議会委員として、在職者
の職業能力開発の推進について助言 

・山口県情報産業協会にて、DX 推進を進める上で、協会のネットワークによる学びと業

務 DX 化への情報提供窓口の紹介 
 

成人学習に対する学識者からの知見により学習継続と成果達成を高める 

２．外部専門家の参画 
①山口大学大学院技術経営研究科：教授 福代 和宏 

実施推進委員会（文科省委託 DX 事業連携） 

・令和３年度、DX 人材育成事業委員であり、本年大学にて申請中の「成⾧分野における
即戦力人材輩出に向けたリカレント教育推進事業」とのプログラムの情報共有と連携 

・「インバウンド対応おもてなし英会話」における講師サポート役として山口大学留学生

の紹介 
②熊本大学教授システム学研究センター：准教授 合田美子 

講座開発運営委員（ID 評価） 

・インストラクショナルデザインによる講座プログラムの開発・検証 
・受講者評価基準策定への助言 

・講座運用マニュアル作成についての助言 

③福岡大学人文学部教育・臨床心理学科 教授 植上一希 
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体制整備委員（学習心理支援） 

・学習者の心理的視点での支援と非認知能力の学習評価法 

・受講者評価基準策定への助言 
・リスキル推進アドバイザーの役割についての助言 

④大分大学 IR センター 助教 丹田桂太 

体制整備委員（統計的分析） 
・学習状況のエビデンスの統計的分析とエビデンス管理法 

大学の有識者より教育プログラムの作成プロセスの検証、学習者の統計情報からの検証、

受講者からの内的キャリア形成プロセスの検証、改善に努める。 
・受講者評価基準策定への助言 

・講座運用マニュアルについての助言 

・リスキル推進アドバイザーの役割についての助言 
 

事業の効果的な学習支援法と事業継続するための企業・団体の運用支援の確立 

３ 体制整備に向けた人材育成とガイドブック等の作成 
・体制整備としての人材育成 

①リスキル推進アドバイザーによる支援 

・各講座の運営にあたり、企業管理者からの受講者への成果期待をヒアリングし、受講者
に複数回のキャリアコンサルティングを実施し学習の進捗を支援した。 

・すべての集合研修に同席し受講者の学習状況を把握しながら支援を継続。 

・修了後に最終のヒアリングを受講生に実施し、受講の感想・成⾧の自覚などを言語化し
共有。 

・講師評価を加えて、講座修了報告として企業責任者を訪問し受講成果の報告を行った。 

②リスキル推進アドバイザー育成講座 
・講座運営と並行で新たにリスキル推進アドバイザーとなる人材の育成を行った。 

・昨年度開発したリスキル推進アドバイザー育成講座テキストに基づき集合研修を含む講

座を実施。 
・YIC 学院内からキャリアコンサルティングスキルを有する人材７名を選任。 

・修了後、現行の講座にリスキル推進アドバイザーとして実証に参加した。 

③リスキル推進アドバイザー講師育成講座 
・リスキル推進アドバイザー講師も並行して養成することで、キャリアコンサルタント養

成団体や商工会議所と連携して講座運営できる機関の拡大を図る。 

・リスキル推進アドバイザー講座を講師として運営することができる知識・技能を身につ
けた人材を育成するため、キャリアコンサルタントの知識・技能を有しており、オンライ

ン講習についての一定の理解のある方を対象として、地域特性に合わせた人材育成に対す

る課題を理解して、受講者の学習選択と継続的な学習を成果まで伴走することができる、
また人材育成に必要な知識と対話スキルの指導ができる講師育成をするための講座開発を

行った。 
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５．事業実施に伴う成果物 

5-1 調査報告書 実証講座受講者  
受講評価の追跡調査  
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5-2 体制整備 

リスキル推進アドバイザー講座（改訂）【一部掲載】 
 

 



令和７年度「観光・料飲・サービス業等の階層別リスキリングのモデル構築事業」：事業成果報告書 

77 

 

 



令和７年度「観光・料飲・サービス業等の階層別リスキリングのモデル構築事業」：事業成果報告書 

78 

 

 



令和７年度「観光・料飲・サービス業等の階層別リスキリングのモデル構築事業」：事業成果報告書 

79 

 

リスキル推進アドバイザー育成講師養成講座（改訂）【一部掲載】 
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オンライン講座選択学習ガイドブック（改訂）AI 学習支援ツール（活用マニュアル） 
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学習管理システム 管理者マニュアル・利用者マニュアル（改訂）【一部掲載】 
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5-3 専門職業人材講座 
マナープロトコール講座（改訂）【一部掲載】 
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DX 系エントリーコース（改訂）【一部掲載】 
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中核 DX 人材育成コース（改訂）【一部掲載】 
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６．事業の成果と指標 

6-1 専門職業人材プログラム実証受講者アンケートにみる講座への評価 
（１）実証受講者の受講結果 

講座名 期間 受講数 修了数 出席率 動画視聴 

DX 系エントリー 7/3～10/23 9 名 8 名 74％ 100％ 

おもてなし英会話 7/23～10/29 9 名 ９名 83％ 67％ 

中核 DX 人材育成 8/28～12/18 ５名 ４名 70％ 80％ 

マナープロトコール 10/1～1/31 9 名 8 名 79％ 100％ 

すべてのコースで１名の脱落者があったが、他はすべて修了者できた。 

業務都合での欠席はあるが学習の継続意欲は総じて高かった。 

各講座共通の特⾧として受講生同士のコミュニケーションの活発化があげられる。 

 

（２）修了後アンケートにおける満足度 

講座名 動画視聴 ワークショップ アドバイザーの 

サポート 

実施期間 Teams 

(チャット) 

DX 系エントリー 71％ 100％ 83％ 71％ 86％ 

おもてなし英会話 67％ 100％ 100％ 89％ 56％ 

中核 DX 人材育成 67％ 100％ 100％ 78％ 86％ 

マナープロトコール 87% 75% 100% 75% 50% 

オンデマンド学習（動画視聴）の満足度に改善の余地が残った。ワークショップ、アドバイザーの支

援については昨年同様に高い評価を得た。 

 

6-2 本年度専門職業人材プログラム実証の特徴 
①インバウンド対応おもてなし英会話コース 

オンデマンド学習は英会話アプリを活用し学習効果を可視化。 

ワークショップでは外国人キャストとの実践的な学習手法で、スキル定着を実感できる。 

 

②マナープロトコールコース 

オンデマンド学習は担当講師と共に共同開発をした動画教材を活用し、ワークショップも含めプログ

ラム全体が一貫した流れで進行。サービス接遇の専門技能講習に加え、各社課題感や現場でのケース

検討などはグループワーク形式にて実施をし、リスキリング学習としての目的や習得すべきスキルを

明確に終始モチベーションを持って学習に取り組むことができる。 

 

③DX 系エントリーコース 

生成 AI を活用して効率的な業務推進、DX 推進について企画立案（提案）まで行う。業務に関連する

内容を取り扱うこともあり、現行の業務に対して成果（手応え）が分かり易い。ワークショップで

は、teams を使用して講座の進行や資料共有を行い、効率的な受講環境を構築できた。 
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④中核 DX 人材育成コース 

DX 系エントリーコース修了者を前提に、DX 推進、事業改革を実行するためのスキルとしてクリエイ

ティブシンキングのワークを徹底して行った。個別作業が基本のため、各自のレベル、進捗に合わせ

て進めることができ、多忙な業務との両立もコントロールが可能。少人数制で講師、受講生と進捗確

認などしながら取り組むことができる。 

 

 

 

 

ハイブリッド型学習の有効性 

 

 

人的リソースが限定的な地域中小企業にとって、効率的かつ効果的な学習手段である。 

ラーニングコミュニティの醸成による学習促進 

 

 

強制力による学習の促進や教え合いによる知識の定着、参加率向上へのモチベーション維持につなが

った。 

企業側への働きかけ・リスキリング伴走支援 

シフトのやり繰りや学習者への業務との両立に対する配慮など、企業側の理解と協力体制はリスキリ

ング促進、学習効果へは不可欠である。 
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７．3 か年の締めくくりとしての総括と今後の展望 
 

7-１ 開発した専門職業人材講座プログラムの普及展開 

1 教育機関：YIC グループ京都校における留学生向け展開 

高度外国人材の育成・定着を目的とし、YIC グループ京都校での留学生向け授業に本プログラムを導

入する。実践的なスキルの習得により、卒業後の地域企業への就職および即戦力化を支援し、教育現

場から産業界への円滑な人材供給ルートを構築する。 

 

2 団体連携：山口商工会議所との協調体制 

山口商工会議所と連携をし、地域密着型の普及体制を強化する。 

• 補助金活用に関する実務対応： 制度利用に向けた具体的要件の整理と事務局機能の強化。 

• 会員事業者への周知・広報： 既存の広報ネットワークを活用したターゲット層への的確な情報提

供。 

• プログラム実施・運営に関する助言受領： 現場ニーズを反映したカリキュラムの継続的アップデー

ト。 

 

3 行政事業：公的教育事業でのプログラム採用 

国や県が主導する産業振興・雇用対策事業との戦略的連携を図る。行政の信頼性を背景とした公的教

育枠組みへプログラムを組み込むことで、広範な普及と教育品質の保証を両立させる。 

 

4 個別受注：地域・業種特化型の有償提供 

個別事業者の課題、対象層に対し、カスタマイズされた有償プランを提供する。 

萩市（ホテル旅館業向け）、山陽小野田市（小売事業者向け）提供予定。 

 

5 助成金活用支援：社労士との専門的連携 

「人材開発支援助成金」等の申請プロセスを簡略化するため、社会保険労務士との連携体制を構築す

る。専門家による「申請サポートパッケージ」の提供により、事業者のコンプライアンス遵守と経済

的メリットの最大化を支援し、リスキリング導入の心理的ハードルを払拭する。 
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7-２ 山口県の観光産業に対する効果的な展開と「リスキル推進アドバイザー」の普及・活用による効

果の持続 

 

地域内での「リスキル推進アドバイザー」の普及とともに、その養成を担う「講師」の育成を内製

化する仕組みを確立する。 

企業の人事担当者やキャリアコンサルタント、社会保険労務士といった地域の多様な人材を「リス

キル推進アドバイザー」として育成し、さらに彼らを指導する講師を地域内で再生産できる体制を整

えることで、外部コンサルタントに依存しない「自走型」の支援インフラが実現する。 

この地域密着型の支援体制は、リソースが限られた中小企業における持続的な能力開発や離職防止を

強力に下支えするものであり、地域経済の活性化に向けた極めて有効な施策となる。 

 

 

 

7-３ 総括 
 

  本事業は、山口県の重点産業である観光・料飲・サービス業における深刻な人材不足の解消と生産

性向上を目的に、「ハイブリッド型学習（オンライン＋ワークショップ）」と在職者に伴走する「リス

キル推進アドバイザー」を組み合わせた独自の教育モデルを構築した。最終年度である令和 7 年度

は、実証を重ねて完成した「おもてなし英会話」「マナープロトコール」「DX 系エントリー」「中核 DX

人材育成」の 4 講座において高い修了率と満足度を達成し、実効性を確認した。三か年の取組を通

じ、専門学校は若年層教育にとどまらず、「地域社会人の学び直しの拠点」としての役割を確立した。

また、リスキリングは知識習得型から、現場課題を解決し企業の持続的成⾧を牽引する実践的プロセ

スへと進化した。学びの機会の保障やラーニングコミュニティの形成は、従業員の満足度向上や離職

防止、業界の魅力向上にも寄与している。本モデルは、山口県の観光産業の底上げと持続可能な地域

経済の実現を支える基盤として、今後も発展的な展開が期待される。 

以上 
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